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「ながぎんでんさいネットサービス操作マニュアル」（以下、「本マニュアル」といいます。）は、当行が提供するな

がぎんでんさいネットサービスをご利用いただくための操作方法について説明するものです。 

ながぎんでんさいネットサービスは本マニュアルにそってご利用いただきますようお願い申し上げます。 

 

なお、本書は画面変更に伴い記載内容を改訂する場合があることをご了承ください。 

ははじじめめにに  
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 本マニュアルで扱う記号は、以下のとおりです。 

項目 表記 説明 

ボタン・タブ・ 

チェックボックス 
○○○ 画面上のボタン・タブ・チェックボックスを表します。 

入力項目 

①○○○ 
②△△△ 

・ 
・ 

画面上の入力項目を表します。 

番号は画面上に表記している番号と紐づけて記載しています。

参照 『』 『』内は参照先の取引名や機能名を記載しています。 

条件 【】 【】内は条件を表します。 

 

 本マニュアルで扱う手順は、以下のとおりです。 

表記内容 表記例 

操作手順を記載します。 

 

 

 

補足説明を記載します。 

 

 

 

操作手順の完了を示します。 

 

 

 

『共通機能』に記載しているボタンを示します。 
 

 

操作手順を進めるボタンを示します。 
 

 

項目のエリアを示します。 
 

 

次の手順を示します。 

 

 

 

操作の完了を示します。 

 

 

 

詳細ボタンを押下し債権内容を別ウィンドウで 

表示することを示します。 

 
 
 

別ウィンドウに移動することを示します。 

 
 
 

ポップアップされる画面を示します。 

 
 
 
 

業務及び操作のヒントとなる情報を示します。 

 
 
 

 

マニュアルの読み方 
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 本マニュアルで扱うマークは、以下のとおりです。 

項目 表記 表記例 

ヒントマーク   業務及び操作のヒントとなる情報 

注意マーク   業務及び操作の注意事項 

クリックマーク  ボタン押下の動作が必要な場合に記載します。 

参照マーク   他取引・他機能を参照する場合に記載します。 
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 説明部分の記載例 

 本マニュアルの記載例の説明を以下に示します。 

なお、本マニュアル内では印刷した帳票の受け渡しによる運用を想定した記載としておりますが、帳票を印刷せ

ずに、メール通知等により確認を行う運用も可能です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目エリアを示します。 

ボタンの押下が必要な操

作手順の場合はクリックマ

ークを記載しています。 

参照先を示します。 

任 意 入 力 項 目 を 示 し ま

す。 

補足説明を表しています。 

次の手順を示します。 

操作の完了を示します。 

操作の完了、または操作

完了後の注意点を示しま

す。 

サブメニューエリアを示し

ます。 
破線で囲われているボタ

ンの操作手順は『共通機

能』に記載しています。 

ご注意事項 
利用申込時のオプションにより、利用可能な取引や表示項目が異なります。 
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入力項目が 10 以上ある画面の記載方法 

 入力項目一覧表は画面上に入力項目が 10 以上ある場合に一覧形式で記載しています。 

入力項目が 10 未満の画面については操作手順を記載している吹き出しへ属性などを記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上の項番とリンクして

います。 入力例や注意事項を記載

しています。 
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 債権情報照会（開示） 

No. 取引名 内容 

1 債権情報照会 

・発生および保有している債権の記録事項・提供情報の照会（開示）をしま
す。 

・一括予約照会（非同期）の請求結果ファイル（CSV 形式／共通フォーマット
形式）をダウンロードします。 

 

 記録請求 

No. 取引名 内容 

1 債権発生請求（債務者請求） 

・債務者として債権の発生記録（発生予約）を行います。 
・債務者として予約中の発生記録請求の取消を行います。 
・債権者として受領した債権の取消を行います。（発生日を含む 5 銀行営業日
以内に限ります。）または、予約中の発生記録請求の取消を行います。 

2 債権発生請求（債権者請求）＊ 
・債権者として債権の発生記録（発生予約）を行います。（相手方からの承諾
回答が必要です。） 

・債権者として予約中の発生記録請求の取消を行います。 

3 債権譲渡請求 

・保有する債権の譲渡記録・分割記録を行います。 
・譲渡人として予約中の譲渡記録・分割記録の取消を行います。 
・譲受人として譲り受けた債権の取消を行います。（譲渡日を含む 5 銀行営業
日以内に限ります。）または、予約中の譲渡記録・分割記録の取消を行いま
す。 

・分割記録は譲渡記録と一体として取り扱うことができ、分割記録単独での請
求は行えません。 

・債権譲渡請求には原則として、保証（保証記録）がつきます。 

4 債権一括請求 

・一括して記録請求を行うためのファイルを登録します。（一括請求が可能な 
記録は、発生記録（債務者請求方式）、発生記録（債権者請求方式）、譲渡
記録・分割記録です。） 

・登録したファイルの請求結果を照会します。 
 
 

 その他請求 

No. 取引名 内容 

1 変更記録 
・債権の削除または記録内容の変更を行います。（相手方からの承諾回答が
必要です。） 

2 保証記録 ・債権者として債権に対する保証記録を依頼します。（相手方からの承諾回答
が必要です。） 

3 支払等記録 

・口座間送金決済以外で利用者間で決済を行った場合に、支払等記録を行
います。（支払等記録がされると、当該でんさいの口座間送金決済は行われ
なくなります。） 

・支払等記録請求には、支払を行ったことによる記録請求と、支払を受けたこ
とによる記録請求があります。（支払を行ったことによる記録請求の場合、相
手方からの承諾回答が必要です。）

 

 管理業務 

No. 取引名 内容 

1 取引履歴照会 ・過去の取引を照会します。 
・共通フォーマット・配信１形式ファイルをダウンロードします。 

2 操作履歴照会 
・操作履歴を照会します。 

・操作履歴ファイル（CSV 形式）をダウンロードします。 

3 指定許可管理 ＊ ・取引を許可する取引先制限について登録／変更／解除を行います。 

4 取引先管理 
・取引先の登録／変更／削除／照会を行います。 
・取引先情報のファイル登録／取得／照会を行います。 

5 利用者情報照会 ・利用者情報を照会します。 

6 ユーザ情報管理 ・ユーザ情報の変更／更新／照会、及び、承認パスワードの変更を行いま
す。

＊ …利用申込時のオプションです。

ササーービビスス概概要要  
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0 時 7 時 15 時 24 時

 

利用時間外 

当日付・予約取引 
予約請求のみ 

（諾否回答、取消請求を含む。）

 

利用時間外 当日付・予約取引 
予約請求のみ 

（諾否回答、取消請求を含む。）

 

休日（土・日・祝日） 

 

サービス休止日 

 

平日（月～金） 

 

利用時間外 

休日扱い サービス休

止日扱い 

 
平日扱い 

 
平日扱い 平日扱い 休日扱い 

 
平日扱い 

木曜日 
（祝日） 
火曜日 

（第二）
土曜日

金曜日 日曜日 月曜日 水曜日

 

 

 

1． ご利用時間について 

取扱区分 利用時間帯 

サービス提供日 平日（月～金）と休日（土・日・祝日） 

 平日（月～金） 7：00～24：00 

 休日（土・日・祝日） 7：00～24：00 

サービス休止日 毎年 12 月 31 日から 1 月 3 日、5 月 3 日から 5 日および、毎月第 2 土曜日は終日、本

サービスをご利用いただけません。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． ご利用日のイメージ 

例：火曜日が祝日の場合、火曜日は休日扱いの利用時間帯となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ササーービビスス時時間間  

 ご注意事項 
※1 ：サービス提供時間外にユーザがログインをした場合、または既にログイン中のユーザが、サービス提

供時間外になってから操作した場合、ご利用時間外である旨のエラーメッセージを表示します。 

当日付の請求はご利用いただけません。 

先日付の請求はご利用いただけます。 

サービス休止日は終日ご利用いただけません。

第二土曜日は、サービス休止日となります。 

火曜日は祝日のため、休日の利用時間帯

となります。 
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 動作環境について 

でんさいネットサービスをご利用いただけるパソコンの動作環境（ＯＳ、ブラウザ等）は、法人向けインターネッ

トバンキングと同様となっております。 

法人向けインターネットバンキングの動作環境は、長野銀行ホームページ「法人向けインターネットバンキング：ご

利用案内（http://www.naganobank.co.jp/site/houjin-netbanking/h-netbank.html）」をご覧ください。 

 

 

 

 

動動作作環環境境  
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 でんさい取引の流れには、1.承認対象業務、2.承認不要業務と、3.承諾対象業務の 3 種類があります。 

承認対象業務とは、請求側の担当者による仮登録と、請求側の承認者による承認の 2 段階の確認を経て実行

する業務のことです。 

承認不要業務とは、担当者／承認者の区別がなく、ユーザ単独で実行できる業務のことです。 

承諾対象業務とは、承認対象業務において承認を経た後、被請求側の担当者による承諾／否認の仮登録と、 

被請求側の承認者による承諾／否認の承認の 4 段階の確認を経て実行する業務のことです。 

1. 承認対象業務の流れ 

（１）請求側の担当者が仮登録を行います。 

（２）請求側の承認者が仮登録内容の承認を行います。 

記録請求・融資申込（割引申込、譲渡担保申込）・その他請求・管理業務（指定許可管理）が、承認対象業

務に該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 承認不要業務の流れ 

ユーザが単独で行います。 

債権情報照会（開示）・融資申込(照会）・管理業務（取引履歴照会、操作履歴照会、取引先管理、利用

者情報照会、ユーザ情報管理）は承認不要業務に該当します。 
 

 

 

 

 

 

 

登録情報の入力 

仮登録を行っただけでは、請求の完了

とはなりません。承認者の承認が完了

した時点で、請求が完了します。 

仮登録の完了 

仮登録情報の入力 

仮登録情報の確認 

仮登録の削除 

仮登録情報の修正 

照会 

登録情報の確認 

ユ
ー
ザ
の
操
作 

完了 

仮登録情報の確認 

承認 

完了 

差戻し 

請
求
側
の
承
認
者
の
操
作

請
求
側
の
担
当
者
の
操
作 

取取引引のの流流れれ  

請求側の担当者は、仮登録情報の入力

を行います。 

請求側の担当者は、仮登録完了結果を

印刷し、請求側の承認者に承認依頼を

行います。 

担当者によって、引戻しを行うこともでき

ます（債権発生請求（債務者請求）、債

権譲渡請求のみ）。 

仮登録の承認依頼を請求側の承認者

へ自動でメール通知します。 

・請求側の承認者は、担当者が行った

仮登録の内容を確認し、承認または差

戻しを行います。 

手順については、P99『承認／差戻

しの手順』をご参照ください。 

・承認者が差戻しを行った場合、担当者

が仮登録内容の修正または、削除を行

います。 

照会業務は、ユーザ単独の操作で行う

ことができます。 

取引先管理とユーザ情報管理は、ユー

ザ単独の操作で行うことができます。 
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3. 承諾対象業務の流れ 

（１）請求者側の承認対象業務の承認を経た後に、被請求者側の担当者が仮登録を行います。 

（２）被請求者側の承認者が仮登録内容の承認を行います。 

発生記録（債権者請求方式）・変更記録・保証記録・支払等記録（支払を行ったことによる記録請求）が、

承諾対象業務に該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承諾／否認の仮登録を行っただけで

は、請求の完了とはなりません。承認

者の承諾／否認の承認が完了した時

点で、請求の完了となります。 

承諾／否認 

仮登録の完了 

承諾／否認 

仮登録情報の確認 

承諾／否認 

仮登録情報の修正 

承諾／否認の 

仮登録情報の確認 

承諾／否認の 

承認 

完了 

承諾／否認の 

差戻し 

被
請
求
側
の
承
認
者
の
操
作 

被
請
求
側
の
担
当
者
の
操
作

請求側の承認者の承認後、 

承諾依頼に対して承諾／否認の仮登録

内容の確認を行います。 

被請求側の担当者は、仮登録完了結果

を印刷し、被請求側の承認者に承認依

頼を行います。 

承諾／否認仮登録の承認依頼を被請

求側の承認者へ自動でメール通知しま

す。 

・被請求側の承認者は、担当者が行っ

た承諾／否認仮登録の内容を確認し、

承諾／否認の承認または差戻しを行い

ます。 

手順については、P173『承諾／否認

の手順』をご参照ください。 

・承認者が承諾／否認の差戻しを行っ

た場合、担当者が承諾／否認仮登録内

容の修正または、削除を行います。 
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ながぎんでんさいネットサービスで、共通的に使用するボタンは以下の通りです。 

 共通機能について 

ボタン名 ボタンイメージ 内容 

決済口座選択 

P17  
決済口座一覧画面にて、ユーザが使用できる口座を表示し、

決済口座情報を前画面に表示します。 

支店選択 

P19  
支店選択画面にて支店コードを検索し、支店コードを前画面

に表示します。 

取引先選択 

P20  
取引先選択画面にて登録済の取引先を検索し、取引先情報

を前画面に表示します。 

金融機関選択 

P21  
金融機関選択画面にて金融機関と支店を検索し、金融機関

コードと支店コードを前画面に表示します。 

ユーザ選択 

P23  
ユーザ選択画面にてユーザを検索し、ユーザ情報を前画面

に表示します。 

検索条件 
 

検索時の画面にて検索条件を入力するための項目を表示し

ます。 

 検索時の画面にて設定した検索条件を非表示にします。 

表示 
 全ての項目、内容を表示する画面に切り替えます。 

 基本的な項目、内容のみを表示する画面に切り替えます。 

選択／解除 

 
該当ページ内のチェックボックスについて、全てを選択また

は、全てを解除します。 

 該当ページ内のチェックボックスについて全てを選択します。

該当ページ内のチェックボックスについて全てを解除します。

印刷 

P25  印刷します。 

全ページ選択／解除 
全ページのチェックボックスについて全てを選択します。 

全ページのチェックボックスについて全てを解除します。 

計算 

P27  計算ボタンに対応する項目の表示内容を更新します。 

閉じる  該当の画面を閉じます。 

ページリンクボタン  
一覧画面が複数画面にわたって表示されている場合に、画

面を切り替えます。 

 

 戻るボタンについて※ 

ボタン名 ボタンイメージ 内容 

戻る  ひとつ前の画面へ戻ります。 

トップへ戻る トップ画面へ戻ります。 

一覧へ戻る 一覧画面へ戻ります。 

  ※ブラウザの｢戻る｣｢進む｣｢中止｣｢更新｣ボタンおよびＦ5（更新）キー、Ctrl + R キー、ESC キー、Alt + ← 
→キーを使用した場合は、以降の操作を継続することができなくなる可能性がありますので、使用しな
いでください。 

 
 

共共通通機機能能  
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 ソート機能について 

ボタンイメージ 内容 

 
 
 
 

P26 

並び順を指定の項目で昇順／降順に並び替えます。 

手順は以下の通りです。 

①プルダウンにて示される項目から選択します。 

②プルダウンから昇順／降順を選択します。 

③再表示ボタンをクリックします。 

① ② ③ 
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 メニュー選択画面について 

1. メニュー選択画面 

 

メニュー選択画面 

 

通常メニューへボタンをクリックしてくだ

さい。 
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 トップ画面について 

トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トップ画面の表示内容 

No 項目 説明 

（1） メニュー 業務メニューが表示されます。 

（2） 利用者情報 利用者情報が表示されます。 

（3） 通知 

トップ画面に直近の通知情報が表示されます。直近の通知はトップ

画面上の詳細ボタンから照会できます。 

過去の通知は通知情報一覧ボタンから照会できます。 

（4） 未承諾・未完了一覧 未承諾・未完了の内容が表示されます。 

（5） 承諾待ち・差戻し中一覧 担当者権限ユーザの場合に表示されます。 

（6） 承認待ち一覧 承認者権限ユーザの場合に表示されます。 

トップ画面 

 

ログアウト ボタンをクリ

ックすると、ログアウトし

ます。 
 

法人 IB へ戻るボタン

をクリックすると法人

IB へ戻ります。 

 

承諾依頼に対して承諾

を行う場合は 

承諾待ち一覧 ボタンを

クリックしてください。 

 

承認者から差戻された

一覧を表示する場合は

差戻し中一覧 ボタンを

クリックしてください。 

 

担当者の仮登録を承認

する場合は 

承認待ち一覧 ボタンを

クリックしてください。 

 

申請（仮登録）済みの

取引の処理状況を確

認する場合は 

承認未承認状況一覧

ボタンをクリックしてく

ださい。 

（1） 

（2） 

（4） 

（5） 

（6） 

（3） 

 

直近の通知を確認す

る場合は 

詳細 ボタンから照会

します。 

 

全ての通知を確認す

る場合は 

通知情報一覧 ボタン

から照会します。 
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 決済口座選択ボタンの操作手順を債権発生請求の画面を例として以下に示します。 

1. 発生記録（債務者）請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 決済口座一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

 

①支店コード（半角数字 3 桁） 
②口座種別 
③口座番号（半角数字 7 桁） 
を入力するために、 

決済口座選択ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

詳細ボタンをクリックすると、 

別ウィンドウで、対象の決済口座情報詳

細を表示します。 

 

対象となる決済口座の選択ボタンをク

リックしてください。 

決済口座選択 

決済に使用する口座を選択します。 

ヒント 

利用できる決済口座が１つのみの場合、自動で

口座を設定します。 
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3. 発生記録（債務者）請求仮登録画面（最初の画面と同様の画面です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

最初の画面に戻り、 

選択した決済口座の 

①支店コード（半角数字 3 桁） 
②口座種別 
③口座番号（半角数字 7 桁） 
が表示されます。 
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4. 支店選択画面 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

5. 発生記録（債務者）請求仮登録画面（最初の画面と同様の画面です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

最初の画面に戻り、選択した支店の 

①支店コード（半角数字 3 桁） 
が表示されます。 

支店を検索します。 

② 

 

②支店名（カナ／英数字）※1（全角／
半角 15 文字以内） 
を入力してください。 

※1 ：入力可能文字は、ひらがな（全

角）、カタカナ（全角）、カタカナ（半角）、

英数字（全角）、英数字記号（半角）で

す。漢字は入力することができません。

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

 

対象となる支店の選択ボタンをクリック

してください。 

① 

 

①支店コード（半角数字 3 桁） 
を入力してください。 
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 取引先選択ボタンの操作手順を債権発生請求の画面を例として以下に示します。 

1. 発生記録（債務者）請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 
⑤ 
④ 
③ 
② 

取引先選択 

取引先選択ボタンを押下すると事前に

登録した取引先が一覧表示されます。

表示された一覧から取引先を選択す

ることで①～⑦の入力を省略できま

す。 

① 

 

取引先の 

①債権金額／支払金額（円） 

（半角数字 10 桁以内） 

②利用者番号 
（半角英数字 9 文字） 
③金融機関コード 
（半角数字 4 桁） 
④支店コード 
（半角数字 3 桁） 
⑤口座種別 
⑥口座番号 
（半角数字 7 桁） 
⑦手数料 
を入力するために取引先選択ボタンを

クリックしてください。 

⑦ 
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2. 発生記録（債務者）請求仮登録画面（最初の画面と同様の画面です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 
 金融機関選択ボタンの操作手順を債権発生請求の画面を例として以下に示します。 

1. 発生記録（債務者）請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
① 

 

①金融機関コード（半角数字 4 桁） 
②支店コード（半角数字 3 桁） 
を入力するために、 

直接入力のチェックボックスにチェック

を入れてください。 

チェックを入れると、金融機関選択ボタ

ンが使用可能になるので、 

金融機関選択ボタンをクリックしてくだ

さい。 

金融機関選択 

① 

② 
③ 
④ 

最初の画面に戻り、選択した取引先の 

①債権金額／支払金額（円） 

（半角数字 10 桁以内） 

②利用者番号 
（半角英数字 9 文字） 
③金融機関コード 
（半角数字 4 桁） 
④支店コード 
（半角数字 3 桁） 
⑤口座種別 
⑥口座番号 
（半角数字 7 桁） 
⑦取引先登録名※１ 
（全角 60 文字以内） 

⑧手数料 
が表示されます。 

※1 ：取引先登録時に取引先登録名を

入力せずに、登録を行った場合は表示さ

れません。 

⑤ 

⑦ 
⑥ 

⑧ 
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2. 金融機関選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.  

 

 

3. 支店選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融関を検索します。 

② 

 

対象となる金融機関の選択ボタンをク

リックしてください。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

① 

①金融機関コード（半角数字 4 桁） 
を入力してください。 

②金融機関名（カナ／英数字）※1（全
角／半角 15 文字以内／前方一致） 
を入力してください。 

※1 ：入力可能文字は、ひらがな（全

角）、カタカナ（全角）、カタカナ（半角）、

英数字（全角）、英数字記号（半角）で

す。漢字は入力することができません。

② 

②支店名（カナ／英数字）※1（全角／
半角 15 文字以内／前方一致） 
を入力してください。 
※1 ：入力可能文字は、ひらがな（全

角）、カタカナ（全角）、カタカナ（半角）、

英数字（全角）、英数字記号（半角）で

す。漢字は入力することができません。

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

 

対象となる支店の選択ボタンをクリック

してください。 

前画面で選択した金融機関名を表示し

ます。 

① 

①支店コード（半角数字 3 桁） 
を入力してください。 

支店を検索します。 

ここからの手順は P19 の支店選択と同

様です。 
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4. 発生記録（債務者）請求仮登録画面（最初の画面と同様の画面です。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザ選択ボタンの操作手順を取引履歴照会の画面を例として以下に示します。 

1. 取引履歴一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

① 担当者名（任意） 

（96 文字以内／前方一致）※１ 
を入力するために、 

ユーザ選択ボタンをクリックしてくださ

い。 

※1：入力できる文字数は、半角は 96 文

字以内、全角は 48 文字以内です。 

ユーザ選択 

① 
② 

最初の画面に戻り、選択した金融機関

と支店の 

①金融機関コード（半角数字 4 桁） 
②支店コード（半角数字 3 桁） 
が表示されます。 
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2. ユーザ選択画面 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 取引履歴一覧画面（最初の画面と同様の画面です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

検索時にユーザを絞り込みたい場合

は、 

②ユーザ名（任意） 
（96 文字以内／前方一致）※１ 
を入力してください。 

※1：入力できる文字数は、半角は 96 文

字以内、全角は 48 文字以内です。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

最初の画面に戻り、選択したユーザの 

①担当者名（任意） 
（96 文字以内／前方一致）※１ 
が表示されます。 

※1：入力できる文字数は、半角は 96 文

字以内、全角は 48 文字以内です。 

 

対象となるユーザの選択ボタンをクリッ

クしてください。 

① 

ユーザ名を検索します。 
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 印刷ボタンの操作手順を債権発生請求の画面を例として以下に示します。 

1. 発生記録（債務者）請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面がポップ

アップします。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷して

ください。 

ファイルのダウンロードをポップアップ表

示します。 

印刷機能 

 

印刷する場合は開く ボタンをクリックし

て Adobe Reader で印刷してください。 

 

保存する場合は保存ボタンをクリックし

て任意の場所に保存してください。 

ヒント 

印刷ボタンが画面上下 2 箇所に存在す

る画面がありますが、どちらのボタンを

押下しても出力内容に差異はありませ

ん。 
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 ソート機能の操作手順を債権譲渡請求の画面を例として以下に示します。 

1. 譲渡記録請求対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③再表示ボタンをクリックしてください。

一覧表示を選択した条件の順番に変

更することができます。 

ソート機能 

① ② ③

並び順を指定の項目で昇順／降順に並

び替えます。 

手順は以下の通りです。 

①プルダウンにて示される項目から選

択してください。 

②プルダウンにて昇順／降順を選択し

てください。 
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 計算機能の操作手順を融資申込仮登録の画面を例として以下に示します。 

1. 融資申込仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算機能 

①

 

①申込金額（円）に金額を入力し、 

計算ボタンをクリックすると、 

申込基本情報の申込金額（合計）（円）

に金額が表示されます。 
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ログイン後、トップ画面の通知情報一覧ボタンをクリックしてください。 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

通知内容を確認する場合は通知情報
一覧ボタンをクリックしてください。 

 ヒント 
通知情報における「通知の種類（概要）」の分類と、分類する際の考え方について、以下に示します。 

 「通知の種類（概要）」の分類と考え方 

項番 
「通知の種類（概要）」の 

分類 
考え方 

1 
各種記録請求の依頼結

果に関する通知 

発生記録や譲渡記録等、自身が請求者として取引を行った際の通知は当分

類とする。 

2 

各種記録請求の受取

（発生・取消等）に関す

る通知 

発生記録や譲渡記録等、自身が被請求者として取引結果を受領する際の通

知は当分類とする。 

3 
融資のお取引に関する

通知 
融資申込や審査（謝絶）に関する通知は当分類とする。 

4 期日支払に関する通知 債務者宛ての決済予定通知は当分類とする。 

5 管理業務に関する通知 
企業ユーザ管理、企業情報管理等、企業の管理業務に関する通知は当分類

とする。 

6 その他の重要な通知 
支払不能（利害関係人宛）、強制執行、記録の訂正・回復といった異例な通

知は当分類とする。 

 

通知情報管理 
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2. 通知情報一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑥ 

⑦ 
⑧ 

ヒント 
確認対象の通知を特定するための検索

方法として受信したメールの⑤通知管理

番号を入力することで対象の通知を特定

することが可能です。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象通知

の詳細情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

決済口座を選択すると⑦～⑨が表示さ

れます。P13『共通機能』 

 

④分類（任意） 

状態、重要度のチェックボックスにチェ

ックを入れてください。 

⑤通知管理番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※3 

⑥ご案内日時（任意） 

（YYYY/MM/DD）(HH:MM) 

を入力してください。 

※3 ：英字については大文字のみ入力

可能です。 

⑤ 

⑨ 

 

①通知の種類（概要）（任意） 

②通知の種類（詳細）（任意） 

③取引概要 法人名／個人事業者名

（任意） 

を入力してください。 

ヒント 
分類（重要度）、ご案内日時、通知の種類

（概要）、通知の種類（詳細）により通知を

並び替えることが可能です。 

（通知ごとに重要度を表示します。） 

 

通知の状態を変更する場

合は、対象通知のチェック
ボックスにチェックを入れ、

既読にする ボタン、 未読
にするボタン、削除するボ

タンのいずれかをクリックし

てください。 

ご注意事項 

通知情報一覧画面における最大表示件数は1,000件までとなります。ご案内日時から92日間経過したもの

は表示されません。また検索した結果が1,000件を超えた場合も表示されません。 

※1 

※2 

※2 
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 ユーザはマスターユーザと一般ユーザの 2 種類存在します。 

ユーザの種類 説明 

マスターユーザ 自分自身を含めた全てのユーザを管理することができるユーザ。 

一般ユーザ マスターユーザによって管理され、業務権限が付与されたユーザ。 

 

 法人向けＩＢ契約のパターンとながぎんでんさいネットサービスとの紐付けについて 

【1 企業に対する法人向けＩＢ契約が 1 契約の場合の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【1 企業に対する法人ＩＢ契約が複数契約の場合の例】 

法人向けＩＢ契約ごとに利用できる口座を紐付けることができます。※１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご注意事項 
※1 ：1口座に複数の法人向けＩＢ契約を設定することはできません。また、法人向けＩＢ契約と口座の紐付

けについては、申込書等にもとづいて当行が行います。 

ユユーーザザににつついいてて  

権限設定により口座情報とユーザ情報

の紐付けを行います。 

法人向けＩＢ契約 A のマスターユーザ

は、法人向けＩＢ契約 A 内のユーザを管

理することができます。 

法人向けＩＢ契約 B のマスターユーザ

は、法人向けＩＢ契約 B 内のユーザを管

理することができますが、法人向けＩＢ契

約C内のユーザを管理することはできま
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 マスターユーザの初回ログインの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         

 

 

 

 

 

《
法
人
Ｉ
Ｂ
》 

《
電
子
記
録
債
権
取
引
シ
ス
テ
ム
》 

《法人ＩＢ》のユーザ作成だけでは、《電

子記録債権取引システム》のユーザ設

定は完了しません。 

ユーザ設定の流れ（簡略化） 

ユーザ作成 

ユーザ作成完了 

ログイン 

承認パスワード変更 

追加ユーザ一覧 

権限設定完了 

権限設定 

権限設定確認 

追加ユーザ一覧に表示されたユーザ

の権限設定を行ってください。 

マスターユーザがログインすることで、

《電子記録債権取引システム》にマスタ

ーユーザ自身の情報を更新します。 

マスターユーザが初めてログインする場

合、承認パスワード変更画面を表示しま

す。 

対象ユーザに業務権限と口座権限の設

定を行います。 

 

権限の設定が完了することで、電子記

録債権取引が利用可能となります。 

マスターユーザは《法人ＩＢ》にて、電子

記録債権取引の業務を行うマスターユ

ーザおよび、一般ユーザを作成します。

追加されたユーザの一覧を表示しま

す。 
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1． 承認パスワード変更画面 

 

 
ヒント 

承認パスワード有効期限切れの場合は以下の画面を表示します。 

承認パスワードを入力します。 

承認パスワードの 

①新しい承認パスワード 
《6 桁～12 桁》 
②新しい承認パスワード（再入力） 
《6 桁～12 桁》を入力してください。 

 

実行ボタンをクリックしてください。 

ユーザ情報の設定（簡略化） 

承認パスワードの 

①承認パスワード変更有無 
②現在の承認パスワード 
《6 桁～12 桁》 
③新しい承認パスワード 
《6 桁～12 桁》 
④新しい承認パスワード（再入力） 
《6 桁～12 桁》を入力してください。 
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2． 追加ユーザ一覧画面 

 

 

設定ボタンをクリックしてください。 

追加ユーザが存在しない場合、本画

面は表示されません。 

「２．追加ユーザ一覧画面」から「５．権

限設定完了画面」の手順は不要で

す。 

 

【業務権限、口座権限設定を終了する

場合】 

トップへボタンをクリックしてください。 

権限の未設定のユーザが存在する場

合、確認ダイアログを表示します。 
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3-１．権限設定画面（簡易設定） 

 

 

各権限を個別に設定する場合は 

詳細設定ボタンをクリックしてください。

詳細は「３-２ 権限設定画面（詳細設

定）」を参照してください。 

 

口座権限を設定します。 

設定する口座のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

①初期承認パスワード《6 桁～12 桁》

②初期承認パスワード（再入力） 
《6 桁～12 桁》を入力してください。 

 

設定内容の確認を行う場合は 

設定内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

ユーザに業務権限、口座権限を設定し

ます。 

① 

② 

全ての業務権限を一括で設定しま

す。 

全ての業務権限とは「利用権限」、

「担当者権限」、「承認者権限」を指し

ます。 

設定内容は「４．権限設定確認画面」

を参照してください。 

取引金額の上限設定およびメールの

受信制限をする場合は、企業ユーザ

管理メニューより設定してください。 

 



 

35 

 

 

3-2．権限設定画面（詳細設定） 

 

設定内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

 

承認不要業務の権限を設定します。 

設定する業務のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

 

承認対象業務の権限を設定します。 

設定する業務の担当者または承認者

のチェックボックスにチェックを入れて

ください。 

※担当者と承認者の双方に権限を設

定することも可能です。 

 

簡易設定に戻る場合は簡易設定ボタ

ンをクリックしてください。 
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4． 権限設定確認画面 

 

 
 

実行ボタンをクリックしてください。 

①確認用承認パスワード《6 桁～12
桁》 
を入力してください。 

設定した権限情報を確認します。 
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5． 権限設定完了画面 

 

 

 

 ユーザの権限設定が完了しました。 

 

【業務権限、口座権限設定を終了する

場合】 

トップへボタンをクリックしてください。 

権限の未設定のユーザが存在する場

合、確認ダイアログを表示します。 

 

 

【追加ユーザ一覧に戻る場合】 

追加ユーザ一覧へ ボタンをクリックし

てください。 
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 マスターユーザが初回に行うユーザ設定する場合の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         

 

 

《
法
人
Ｉ
Ｂ
》 

《
電
子
記
録
債
権
取
引
シ
ス
テ
ム
》 

法人向けＩＢのユーザ作成だけでは、

本サービスのユーザ設定は完了しませ

ん。 

 ご注意事項 
※1 ：マスターユーザは、作成するユーザに対して、自分自身が持っていない権限を付与することもできま

す。 

ユーザ設定の流れ（詳細設定） 

ユーザ作成 

ユーザ作成完了 

ログイン 

承認パスワード変更 

承認パスワード変更完了 

ユーザ権限の設定完了 

ユーザ権限の設定完了P44『権限の設定』 

トップ 

ユーザ情報更新P41『ユーザ情報の更新』 

ユーザ情報更新完了 

ユーザ情報更新により、本サービスに

法人向けＩＢで作成したユーザ情報の

登録が完了しますが、初回のユーザに

は業務権限の設定が必要です。 

マスターユーザがログインすることで、

本サービスにマスターユーザ自身の情

報を更新されます。 

マスターユーザが初めてログインする場

合、承認パスワード変更画面が表示さ

れます。 

マスターユーザが法人向けＩＢで作成し

た全ユーザ情報を本サービスに反映し

ます。 

マスターユーザ自身と反映したユーザ

に業務権限（担当者または承認者）と口

座権限の設定を行います。※１ 

設定したユーザの権限を変更／削除し

たい場合も同様の手順を行ってくださ

い。 

権限の設定が完了することで、でんさい

の取引が利用可能となります。 

マスターユーザは法人向けＩＢにて、本

サービスに係る業務を行うマスターユー

ザおよび一般ユーザを作成します。 
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 マスターユーザがユーザ情報を変更／削除設定する場合の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 マスター、一般ユーザが実施できる取引について 
マスターユーザが管理対象ユーザ（自分自身・他のマスターユーザ・一般ユーザ）に対して、本サービス上で
実施できる項目を示します。また、一般ユーザが実施できる項目を示します。 

 

ユーザ種別 
管理対象 

ユーザ 

実施可能取引 

ユーザ 

登録 

ユーザ変更 

ユーザ 

削除 

ユーザ 

照会 

承認 

パスワード

変更 

（自分自身）

ユーザ 

権限 

承認 

パスワード

初期化 

マスターユーザ 自分自身 ○※１ ○ × × ○ ○ 

他のマスター 

ユーザ 
○※２ ○ ○ ※3○※２ ○  

一般ユーザ ○※２ ○ ○ ※3○※２ ○  

一般ユーザ 自分自身 ○※１ × × × × ○ 

 
 

 

  ご注意事項 
※1 ：ログインすることで、本サービス上に自分自身の情報が登録されます。 
※2 ：マスターユーザがユーザ情報の更新を行うことで、本サービス上のユーザ情報を登録／削除しま

す。 

《
法
人
Ｉ
Ｂ
》 

《
電
子
記
録
債
権
取
引
シ
ス
テ
ム
》 

法人向けＩＢの変更／削除だけでは、

本サービスのユーザ情報の変更／削

除は完了しません。 

ユーザ変更／削除 

ユーザ変更／削除完了 

ログイン 

トップ 

ユーザ情報更新P41『ユーザ情報の更新』 

ユーザ情報更新完了 

本サービスの業務権限を変更したい場

合は、P36『権限の設定』をご参照く

ださい。 

マスターユーザがログインすることで本

サービスにマスターユーザ自身の情報

が更新されます。 

マスターユーザがユーザ情報の更新を

行うことで、法人向けＩＢで変更／削除し

たユーザ情報を本サービスに反映しま

す。 

マスターユーザは法人向けＩＢにて、本

サービスの業務を行うユーザ情報を変

更／削除します。 
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 ユーザの初期状態 

ユーザが初期状態で利用可能な取引です。削除することはできません。 

ユーザの種類 利用可能な取引 

マスターユーザ 

・ユーザの変更 

・ユーザの更新 

・ユーザの照会 

・承認パスワード初期化 

・企業情報の変更 

全ユーザ 

（マスターユーザ、一般ユーザ） 

・自分自身の承認パスワード変更 

・自分自身の操作履歴照会 

・取引先照会 

・通知情報照会 

・一括記録（結果一覧照会）※１ 

・企業情報の照会 

 

 承認不要業務 

担当者と承認者の区別がなく、承認が必要ない取引です。 

業務 利用可能な取引 

利用者情報照会 利用者情報照会 

取引先管理 取引先管理（登録／変更／削除） 

取引履歴照会 取引履歴照会 

操作履歴照会※２ 操作履歴照会 

債権照会（開示） 
開示（およびダウンロード） 

受取債権／入金予定／支払予定の確認 

融資申込 融資申込照会※４※５ 

 

 承認対象業務 

対象業務の担当者権限を設定すると、その取引の仮登録を行うことができます。 

対象業務の承認者権限を設定すると、その取引の仮登録を承認することができます。 

業務 利用可能な取引 

記録請求 

・債権発生請求（債務者請求方式） 

・債権発生請求（債権者請求方式） 

・債権譲渡請求 

・分割記録請求 

・一括記録請求 

・変更記録請求 

・保証記録請求 

・支払等記録請求 

・取引先管理（登録／変更／削除）※３※５ 

融資申込 
・割引申込 

・譲渡担保申込 

指定許可管理 ・指定許可管理（登録／変更／解除） 

 

 担当者権限／承認者権限 

担当者／承認者 説明 

担当者権限 でんさいの取引を仮登録または差戻しされた取引を修正／削除する権限

承認者権限 担当者が行った仮登録を、承認／差戻しする権限 

 

 

 

 ご注意事項 
※1 ：口座権限が必要となります。 
※2 ：自分自身の操作履歴照会には権限は不要です。 
※3 ：記録請求権限が付与されていれば取引先管理もご利用いただけます。 
※4 ：割引業務、譲渡担保業務のどちらの権限があればご利用いただけます。 
※5 ：担当者権限／承認者権限に関係なくご利用いただけます。
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 本サービスの操作を行うユーザ情報を管理します。 

 ユーザ情報の管理は、マスターユーザが行います。 

 マスターユーザは、定期的にユーザ情報の更新を行ってください。特にメールアドレスが変更にな

った場合には必ず更新を行ってください。 

 事前準備 

 ご自身の「承認パスワード」が必要です。 

ユーザ情報の更新 

ユユーーザザ設設定定のの手手順順  

 

ユーザ情報管理ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

更新ボタンをクリックしてください。 

定期的に法人向けＩＢのユーザ情報の

反映を行ってください。 
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3． ユーザ情報更新画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4． ユーザ情報更新確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスターユーザはログイン時、自動登

録になります。初回の場合は、マスター

ユーザの情報しか存在しません。 

① 

ユーザ情報の一覧を表示します。 

法人向けＩＢのユーザ情報の反映を確

認します。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象のユ

ーザ情報を別ウィンドウで表示します。 

ユーザ更新の実行をすることで、追加に

なるユーザのリストです。 

内容を確認してください。 

 

ユーザ更新の実行 ボタンをクリックし

てください。 

 

法人向けＩＢからユーザ情報を取得する

ために、ユーザ更新の確認へボタンを

クリックしてください。 

①確認用承認パスワード《6 桁～12
桁》を入力してください。 
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5． ユーザ情報更新完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご注意事項 
※1 ：《法人 IB》契約を跨ったユーザ管理は行えません。複数の《法人 IB》契約をもっている場合は、それ

ぞれのマスターユーザでユーザ情報の更新を行う必要があります。 

 ユーザ情報の更新が完了となります。※1 

 
【ユーザ情報を変更する場合】 

ユーザ情報の変更へボタンをクリック

してください。 

 

【ユーザ情報管理メニューに戻る場合】 

ユーザ情報管理メニューへボタンをク

リックしてください。 

ヒント 

更新により追加となったユーザについて

は権限が付与されていません。 

権限の設定を行う必要がありますので、

ユーザ情報の変更へボタンをクリック

してください。 

権限の設定手順は、P36『権限の設

定』 
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1． 企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． ユーザ情報検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

権限の設定 

 

変更ボタンをクリックしてください。 

【ユーザを絞り込みたい場合】 

① ログイン ID（任意） 
（半角 30 文字以内／前方一致） 
② ユーザ名（任意） 
（96 文字以内／前方一致）※１ 
のどちらかまたは両方を入力してくださ

い。 

※1 ：入力できる文字数は、半角は 96

文字以内、全角は 48 文字以内です。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

権限の変更を行うユーザを選択しま

す。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象のユ

ーザ情報を別ウィンドウで表示します。 

 

権限を設定する対象ユーザの 変更 ボ

タンをクリックしてください。 
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3． ユーザ情報変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザに業務権限、口座権限設定しま

す。 

 

承認対象業務の権限を設定します。 

設定する業務の担当者または承認者

のチェックボックスにチェックを入れて

ください。 

※担当者と承認者の双方に権限を設

定することも可能です。 

 

口座権限を設定します。 

設定する口座のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

 

承認パスワードを初期化する場合、 

チェックボックス にチェックを入れてく

ださい。 

 

承認不要業務の権限を設定します。 

設定する業務のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 
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4． 初期承認パスワード設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5． ユーザ情報変更確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．初期承認パスワード設定画面は、

以下の 3 つの場合に表示します。 

（1）業務権限に、初めて承認者権限を

設定した場合 

（2）承認パスワードを初期化する場合

（3）初めてマスターユーザの権限設定

をした場合 

その他の場合は、5．ユーザ情報変更

確認画面を表示します。 

① 
② 

① 

初期承認パスワードを設定します。 

設定したユーザ情報を確認します。 

①初期承認パスワード《6 桁～12 桁》

②初期承認パスワード（再入力） 
《6 桁～12 桁》を入力してください。 

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

①確認用承認パスワード 
《6 桁～12 桁》を入力してください。 

 

変更の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 
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6． ユーザ情報変更完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続けて、2 件目も登録する場合は、サブメニューエリアの 

ユーザ情報管理をクリックしてください。 

P36 の 1．企業ユーザ管理メニュー画面に遷移するので、同様

の手順で登録を行ってください。 

 ユーザの権限設定が完了しました。 
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1． 企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 承認実行誤り回数が規定回数連続して発生した場合、該当ユーザの承認実行利用を禁止（ロック

アウト）します。 

ロックアウトになった場合、マスターユーザが該当ユーザの承認パスワードを初期化する必要があ

ります。 

マスターユーザ自身がロックアウトになり、かつマスターユーザが 1 名の場合は、書面にて当行へ

承認パスワードの初期化を依頼してください。 

 マスターユーザおよび一般ユーザは自分自身の承認パスワードを変更することができます。 

 承認パスワードは、承認権限を持つ全てのユーザが保有します。 

 承認パスワードは、承認実行時に使用します。 

承承認認パパススワワーードド管管理理  

承認パスワードのロックアウトの解除について 

 

変更ボタンをクリックしてください。 
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2． ユーザ情報検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

【ユーザを絞り込みたい場合】 

① ログイン ID（任意） 
（半角 30 文字以内／前方一致） 
② ユーザ名（任意） 
（96 文字以内／前方一致）※１ 
のどちらかまたは両方を入力してくださ

い。 

※1 ：入力できる文字数は、半角は 96

文字以内、全角は 48 文字以内です。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

承認パスワードの初期化を行うユーザ

を選択します。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象のユ

ーザ情報を別ウィンドウで表示します。 

 

パスワードを初期化する対象ユーザの

変更ボタンをクリックしてください。 
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3． ユーザ情報変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロックアウトを解除するために、承認パ

スワードを初期化します。 

 

ロックアウトを解除するため、 

チェックボックス にチェックを入れてく

ださい。 

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 
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4． 初期承認パスワード設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5． ユーザ情報変更確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．初期承認パスワード設定画面は、

以下の 3 つの場合に表示します。 

（1）業務権限に、初めて承認者権限を

設定した場合 

（2）承認パスワードを初期化する場合

（3）初めてマスターユーザの権限設定

をした場合 

その他の場合は、5．ユーザ情報変更

確認画面を表示します。 

① 
② 

① 

初期承認パスワードを設定します。 

設定したユーザ情報を確認します。 

①初期承認パスワード 
《英数字混合 6 桁～12 桁》 
②初期承認パスワード（再入力） 
《英数字混合 6 桁～12 桁》を入力してく

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

①確認用承認パスワード 
《6 桁～12 桁》を入力してください。 

 

変更の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 
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6． ユーザ情報変更完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 承認パスワードの初期化が完了しました。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 企業ユーザ管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認パスワード変更ボタンをクリックし

てください。 

 

ユーザ情報管理ボタンをクリックしてく

ださい。 

承認パスワードの変更について 
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3． 承認パスワード変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4． 承認パスワード変更完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
③ 

① 

変更前・変更後の承認パスワードを入

力します。 

 

変更の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

承認パスワードの 

①現在の承認パスワード 
《6 桁～12 桁》を入力してください。 

②新しい承認パスワード 
《英数字混合 6 桁～12 桁》 
③新しい承認パスワード（再入力） 
《英数字混合 6 桁～12 桁》 
を入力してください。 

 承認パスワードの変更の完了となります。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 利用者情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 利用者が、ご自身の利用者情報の照会を行います。 

利利用用者者情情報報照照会会  

 

利用者情報照会ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

利用者情報照会ボタンをクリックしてく

ださい。 
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3． 利用者情報検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
③ 

① 

利用者情報を検索します。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

ボタンをクリックしてください。 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

①～③が表示されます。 

P13『共通機能』をご参照ください。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 取引先管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 でんさいの取引を行う取引先を事前に登録することで、記録請求の都度、取引先を入力する 

手間を省くことができます。 

 事前準備 

 登録する取引先の「利用者番号」「口座情報」が必要となりますので、事前に取引先にご確認 

ください。 

取取引引先先管管理理  

 

取引先情報登録ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

取引先管理ボタンをクリックしてくださ

い。 

ご注意事項 
登録した取引先情報は、口座等が変更になった場合でも自動で更新しませんので、個別に取引先情報の
変更を行ってください。 

取引先登録 
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3. 取引先情報登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 取引先情報登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先情報の登録内容を確認しま

す。 

前画面で入力した情報に基づいて、で

んさいネットの最新の情報を表示しま

す。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックス にチェックを入れてく

ださい。 

チェックを入れていない場合、登録の実

行はできません。 

 

登録の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

② 

③ 

⑥ 
⑤ 
④ 

① 

取引先情報を入力します。 

⑦ 

⑨ 

 

登録内容の確認へボタンをクリックして

ください。 

 

登録する取引先の 

⑦登録債権金額(任意)を入力してくださ

い。 

取引先に設定する 

⑧手数料を選択してください。 

「先方負担（指定金額）」を選択した場合

は、手数料の金額を入力してください。 

所属グループを設定する場合、 

⑨所属グループ（任意）のチェックボック
スにチェックを入れてください。 

登録する取引先の 

①利用者番号 
（半角英数字 9 文字）※１ 
②金融機関コード 
（半角数字 4 桁） 
③支店コード（半角数字 3 桁） 
④口座種別 
⑤口座番号（半角数字 7 桁） 
⑥登録名（任意） 
（全角 60 文字以内） 
※取引先を任意の名前で登録すること
ができます。 
を入力してください。 

金融機関選択ボタンにて入力した場合、

②金融機関コード、③支店コードが入力

され、名称が表示されます。 

※1 ：英字については大文字のみ入力可

能です。 

⑧ 
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5. 取引先情報登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続けて 2 件目も登録する場合は、サブメニューエリアの 

取引先管理をクリックしてください。 

P57 の 2．取引先管理メニュー画面に遷移するので、同様の手

順で登録を行ってください。 

 取引先登録の完了となります。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 取引先管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先変更・削除 

 

取引先情報変更・削除ボタンをクリッ

クしてください。 

 

取引先管理ボタンをクリックしてくださ

い。 
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3． 取引先一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索ボタンをクリックしてください。 

① 

⑥ 

② 
③ 
④ 
⑤ 

⑦ 
⑧ 

 

【取引先を削除する場合】 

削除する取引先の削除ボタンをクリック

してください。 

変更ボタン 

押下時 

P62 4 画面 

削除ボタン 

押下時 

P64 7 画面 

取引先検索条件の 

①利用者番号(任意) 

（半角英数字 9 文字） 
②法人名／個人事業者名(任意) 

（全角 15 文字以内）企業形態は除く 
③金融機関コード(任意) 

（半角数字 4 桁） 
④金融機関名(任意) 

（全角 15 文字以内） 
⑤支店コード(任意) 

（半角数字 3 桁） 

⑥支店名(任意) 

（全角 15 文字以内） 
を入力してください。 

取引先検索条件の 

⑧口座番号(任意) 

（半角数字 7 桁） 

⑨登録名(任意) 

（全角 60 文字以内／前方一致） 
を入力してください。 

 

⑦口座種別(任意) 

口座種別のチェックボックスにチェック

を入れてください。 

⑨ 

 

【取引先を変更する場合】 

変更する取引先の変更ボタンをクリック

してください。 
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【取引先を変更する場合】 

4． 取引先情報変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5． 取引先情報変更確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

取引先情報の 

①金融機関名（半角数字 4 桁） 
②支店名（半角数字 3 桁） 

③口座種別 

④口座番号（半角数字 7 桁） 
⑤登録名(任意)（全角 60 文字以内） 

を入力してください。 

① 

② 

③ 
④ 
⑤ 

 

変更の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、変更の実

行はできません。 
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6． 取引先情報変更完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先変更の完了となります。 
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【取引先を削除する場合】 

7． 取引先情報削除確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8． 取引先情報削除完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、削除の実

行はできません。 

取引先削除の完了となります。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 取引先管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先照会 

 

取引先情報照会ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

取引先管理ボタンをクリックしてくださ

い。 
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3． 取引先一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索ボタンをクリックしてください。 

① 

⑥ 

② 
③ 
④ 
⑤ 

⑨ 
⑧ 

 取引先情報照会の完了となります。 

⑦ 

取引先検索条件の 

①利用者番号(任意) 

（半角英数字 9 文字） 
②法人名／個人事業者名(任意) 

（全角 15 文字以内）企業形態は除く 
③金融機関コード(任意) 

（半角数字 4 桁） 
④金融機関名(任意) 

（全角 15 文字以内） 
⑤支店コード(任意) 

（半角数字 3 桁） 

⑥支店名(任意) 

（全角 15 文字以内） 
を入力してください。 

取引先検索条件の 

⑧口座番号(任意) 

（半角数字 7 桁） 

⑨登録名(任意) 

（全角 60 文字以内／前方一致） 
を入力してください。 

 

⑦口座種別(任意) 

口座種別のチェックボックスにチェック

を入れてください。 
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登録ボタンをクリックしてください。 

 

債務者請求ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

1. 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 発生記録（債務者請求）メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 債務者としてでんさいの発生を請求します。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者は仮登録内容を確認し、承認を行うと

発生記録請求が完了します。 

 振出日（電子記録年月日）は当日または未来日付（１か月先までの日付）を入力することができま

す。なお、未来日付を入力した場合は予約請求となり、入力した日付が発生日になります。 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

発発生生記記録録請請求求（（債債務務者者請請求求方方式式））  

発生記録の登録または、取消を選択し

ます。 
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3. 発生記録（債務者）請求仮登録画面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 
④ 

② 

⑤ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑥ 

⑭ 

発生記録の仮登録情報

を入力します。 

承認者へ連絡事項等が

ある場合は、 

⑯コメントを入力してくださ

い。 

⑯ 

 

【取引先を登録していない

場合】 

直接入力チェックボックス

にチェックを入れ、債権者

情報（請求先情報）の 

⑨利用者番号 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

⑭取引先登録名 

を入力してください。 

 

※１：「口座存在確認機能

の利用有無」において「利

用する」を選択している場

合、「仮登録の確認へ」ボ

タン押下時に利用者番号

を取得しますので、利用

者番号は発生記録（債務

者）請求仮登録確認画面

に表示します。 

 

仮登録の確認へ ボタン

をクリックしてください。 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択 ボタンをクリ

ックし、債権者に指定する

取引先を選択すると、⑨

～⑮が表示されます。 

P13『共通機能』 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 
 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P13『共通機能』 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』 

必要に応じて、 

④請求者 Ref.No.  

を入力してください。 

発生記録情報の 

⑤債権金額（円）／支払

金額（円） 

⑥支払期日 

⑦振出日（電子記録年月

日） 

⑧譲渡制限有無 

を入力してください。 

⑮ 

 

⑮手数料 

を選択してください。 

「先方負担（指定金額）」を

選択した場合は、手数料

の金額を入力してくださ

い。 

過去請求データ再利用時

の入力項目の状態 

過去請求データ再利用時は、

入力項目に再利用した請求情

報が入力済みの状態となりま

す。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「123」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「1234567」 

④ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お取引先との間で請求を管理するためのフリー入力

欄です。注文書番号や請求書番号を入力してくださ

い。 

英字については大文字のみ入力できます。 

記号については . ( ) - のみ入力できます。 

 

 発生記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 
債権金額（円）／ 

支払金額（円） 
半角数字（10） 必須 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。

入力例＝「1234567890」 

⑥ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須 

振出日（電子記録年月日）を含む3銀行営業日目の翌

日から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が

非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となる。

入力例＝「2012/05/06」 

⑦ 
振出日（電子 

記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須 

当日から 1 ヶ月後まで指定が可能。 

入力例＝「2011/05/06」 

⑧ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融

機関に限定する。 

⑨ 利用者番号 半角英数字（9） 
必須 

 

入力例＝「ABC012345」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑭ 取引先登録名 全角文字(60) 任意 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は必須入力。 

⑮ 手数料 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の

金額を入力する。 

 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑯ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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4. 発生記録（債務者）請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

各種金額項目の関係※１ 

・「債権金額（円）」＝「支払金額（円）」－

「先方負担手数料（円）」となります。 

・「先方負担手数料（円）」と「記録手数料

（円）」の金額が異なる場合、＊印を付与

します。 

※１ 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 発生記録（債務者請求）メニュー画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

債務者請求 ボタンをクリック

してください。 

再利用ボタン押下時 

P68 3 画面 

過去請求データを利用した発生記録請求の作成手順 

過去に登録した請求デ

ータを流用して請求を行

います。 
 

再利用 ボタンをクリックし、3.

発生記録（債務者）請求仮登

録画面に戻ってください。 

再利用可能なデータ 

状態が「承認済み（ＯＫ）」また

は「承認済み（ＮＧ）」かつ、過

去請求データの請求日から９

２日間の過去請求データが再

利用可能です。 
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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 発生記録（債務者請求）メニュー画面（引戻し前） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

債務者請求 ボタンをクリック

してください。 

引戻し手順 

過去に登録した未承認

の請求データを引戻しま

す。 

 

引戻し ボタンをクリックしてく

ださい。クリックすると引き戻

し可否をポップアップ表示しま

す。 

引戻し可能なデータ 

状態が「未承認（承認待ち）」

かつ、過去請求データの請求

日から９２日間の過去請求デ

ータが引戻し可能です。 

 

【引戻しする場合】 

ＯＫボタンをクリックし

てください。 
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3． 発生記録（債務者請求）メニュー画面（引戻し後） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引戻した未承認の請求

データについて、修正、

または削除を行います。 
 

修正／削除 ボタンをクリック

し、2.差戻し中一覧画面に進

んでください。 

修正、または削除が可能

なデータ 

状態が「未承認（引戻し）」か

つ、引戻し日から９２日間の請

求データが修正、または削除

可能です。 
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 概要 

 債務者として電子記録債権の発生を請求します。 

 担当者は債権発生請求メニュー画面から、複数債権の仮登録情報を入力し、一度に大量の発生

記録請求が可能です。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで発生記録

請求が完了します。 

ただし、承認完了時点では、発生の成立は確定していません。承認完了後、発生記録（債務者請

求）メニュー画面の請求状況一覧、または通知情報一覧画面にて結果を確認してください。 

 発生記録（債務者）請求_入力方法選択画面から、以下の入力方法が選択可能です。 

・個別に明細を入力： 

直接入力、または取引先選択により１件単位で入力する方法です。 

・取引先一覧から選択： 

取引先一覧より登録済みの取引先情報を請求先として指定し、一度に複数件入力する

方法です。 

・取引先グループ一覧から選択： 

取引先グループ一覧より登録済みの取引先グループに所属する全取引先を請求先とし

て指定し、一度に複数件入力する方法です。 

 １請求当たりの最大明細数は５００件です。 

 入力中の請求明細は一時保存が可能です。また、一時保存した明細は請求状況一覧から、仮登

録の再開が可能です。 

なお、一時保存は、１担当者あたり１０件の請求まで可能です。 

 請求状況一覧より、過去に登録した請求データを選択し、請求が可能です。過去のデータを流用

する場合は、必要に応じて決済口座や振出日を変更することが可能です。 

過去のデータについては、でんさいネットにて正常に処理された記録請求のほか、エラーとなって

返却された記録請求についても流用することが可能です。エラーとなった記録請求を流用する場

合は、エラー情報を引継ぎますので、エラー箇所を修正し、再登録・再請求を行うことが可能です。

 振出日（電子記録年月日）は当日または未来日付を入力することができます。 

なお、未来日付を入力した場合は予約請求となり、入力した日付が発生日になります。 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数発生記録請求（画面入力） 
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1． 発生記録（債務者）請求_明細入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

①  

③ 

② 

④ 

⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

 

【続けて次の明細を入

力する場合】 

続けて入力 ボタンをク

リックしてください。 

 

【取引先を登録していない

場合】 

直接入力チェックボックス

にチェックを入れ、債権者

情報（請求先情報）の 

⑤利用者番号※２ 

⑥金融機関コード 

⑦支店コード 

⑧口座種別 

⑨口座番号 

⑩取引先登録名 

を入力してください。 

中断して明細一覧へ 

続けて入力 ボタンによる

連続入力を１回以上繰り

返した場合のみ、 戻る ボ

タンの代わりに 中断して

明細一覧へ ボタンを表示

します。 

 

【確定して明細一覧へ

遷移する場合】 

確定して明細一覧へ

ボタンをクリックしてくだ

さい。 

確定して明細一覧へ 

ボタン押下時 

P80 8 画面 

 

【直接入力した取引先を登

録する場合】 

取引先登録の 

⑫取引先へ登録 

のチェックボックス ※３にチ

ェックを入れてください。 

 

【取引先登録時に登録債

権金額、所属グループを

設定する場合】 

取引先登録の 

⑬債権金額を登録債権金

額として登録 

⑭所属グループ 

のチェックボックス ※３にチ

ェックを入れてください。 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択 ボタンをクリ

ックし、債権者に指定する

取引先を選択すると、⑤

～⑪が表示されます。 

P13『共通機能』 

発生記録請求の明細を入

力します。 

 

発生記録請求情報の 

①債権金額（円）／支払金

額（円）※１※５ 

②支払期日 

③請求者 Ref.No. 

④譲渡制限有無 

を入力してください。 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

 

⑪手数料※４ 

を選択してください。 

「先方負担（指定金額）」を

選択した場合は、手数料

の金額を入力してくださ

い。 

⑭ 
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●入力項目一覧表 

 発生記録請求情報明細入力 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 
債権金額（円）／ 

支払金額（円） 
半角数字（10） 必須 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。

入力例＝「1234567890」 

② 支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須 

振出日（電子記録年月日）を含む3銀行営業日目の翌

日から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が

非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となる。

入力例＝「2012/05/06」 

③ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

④ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融

機関に限定する。 

⑤ 利用者番号 半角英数字（9） 必須 
入力例＝「ABC012345」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑥ 金融機関コード 半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑦ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑧ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑩ 取引先登録名 全角文字(60) 任意 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は必須入力。 

⑪ 手数料 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の

金額を入力する。 

 

 取引先登録 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑫ 取引先登録 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

⑬ 登録債権金額 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

⑭ 所属グループ － 任意 チェックボックスにて選択する。 
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2． 発生記録（債務者）請求_取引先選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

② 

③ 

④ 

 

検索 ボタンをクリックし

てください。 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

 

【全ページを選択したい

場合】 

全ページ選択 ボタンを

クリックしてください。 

【該当ページのみを選

択したい場合】 

全選択 ボタンをクリッ

クしてください。 

 

明細一覧への反映 ボ

タンをクリックしてくださ

い。 

明細一覧へ反映 

ボタン押下時 

P80 8 画面 

 

取引先検索条件の 

①利用者番号(任意) 

（半角英数字 9 文字） 

②法人名／個人事業

者名(任意) 

（全角 100 文字以内）企

業形態は除く 

③登録名 

（全角 60 文字以内） 

を入力してください。 

⑤ 

⑥ 

 

各明細に支払期日を一

括で設定する場合は、

基本情報入力の 

⑤支払期日 

を入力してください。 

明細単位に個別に支払

期 日 を 設 定 す る 場 合

は、発生記録（債務者）

請求_明細一覧画面に

て設定してください。 

 

登録債権金額の使用

の 

⑥登録債権金額※１ 

を選択してください。 

※１ 

取引先一覧から取引先

を選択し、請求先として

指定します。 

 

取引先検索条件の 

④グループ名※１のプル

ダウンにて示される項

目から選択してくださ

い。 

ご注意事項 
各明細の譲渡制限有無は一律で「無」を設定します。譲渡制限有無を「有」に変更する場合は、発生記録（債務者）請

求_明細一覧画面にて変更してください。 
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●入力項目一覧表 

 基本情報入力 

 

 登録債権金額の使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 

振出日（電子記録年月日）を含む3銀行営業日目の翌

日から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が

非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となる。

入力例＝「2012/05/06」 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 登録債権金額 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 
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●入力項目一覧表 

 取引先グループ一覧 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 取引先グループ － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 基本情報入力 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

② 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 

振出日（電子記録年月日）を含む3銀行営業日目の翌

日から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が

非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となる。

入力例＝「2012/05/06」 

 

 登録債権金額の使用 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

③ 登録債権金額 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 
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8．発生記録（債務者）請求_明細一覧画面 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【決済口座／振出日を変

更する場合】 

決済口座／振出日の変

更 ボタンをクリックし、次

画面にて『決済口座情報

（請求者情報）／振出日』

を設定してください。 

 

【全明細の支払期日を一

括で変更する場合】 

支払期日一括変更 ボタ

ンをクリックし、次画面に

て『基本情報入力』を設定

してください。 

クリアボタン 

クリアボタンを押下した場

合、表示画面のみではなく

全ページにおいて、該当

項目の設定値をクリアしま

す。 

① ② 

 

【仮登録の内容を確認

する場合】 

仮登録の確認へ ボタ

ンをクリックしてくださ

 

【入力した明細を一時

的に保存する場合】 

一時保存 ボタンをクリ

ックし、必要に応じて、

次画面にて帳票を出力

してください。 

入力項目の詳細は 

次ページに記載しています。

仮登録を行う明細情報の

修正・削除等を行います。

また、入力した明細を一時

保存します。 

③ 

 

【請求明細を追加する場

合】 

明細追加 ボタンをクリッ

クし、次画面にて入力方

法を選択してください。 

 

【明細を修正する場合】 

修正 ボタンをクリックし、

次画面にて明細を修正し

てください。 

 

【「債権金額／支払金額※１」が未入力ま

たは 0 円の明細を削除して仮登録する

場合】 

「金額未設定明細を削除する」 チェック

ボックスをチェックしてください。 

 

請求明細一覧の 

①債権金額（円）／支払金

額（円）※１ 

②支払期日 

③請求者 Ref.No. 

を入力し、 

④手数料※２ 

を選択してください。 

「先方負担（指定金額）」を

選択した場合は、手数料の

金額を入力してください。 

 

【削除する場合】 

ＯＫ ボタンをクリックし

てください。 

 

【債権金額、支払期日、請

求者 Ref.No.の入力値をク

リアする場合】 

クリアボタンをクリックして

ください。 

 

【明細を削除する場合】 

削除する明細のチェック

ボ ッ ク ス に チ ェ ッ ク を 入

れ、 削除 ボタンをクリック

してください。クリックする

と、明細情報の削除可否

をポップアップ表示しま

す。 

④ 
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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 発生記録（債務者請求）メニュー画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

債務者請求 ボタンをク

リックしてください。 

再開ボタン押下時 

P80 8 画面 

 

【一時保存した明細を

削除する場合】 

削除ボタンをクリック

してください。クリック

すると、保存中データ

の削除可否をポップ

アップ表示します。 

一時保存した明細の仮

登録を再開、または削

除します。 

 

再開ボタンをクリック

し、8.発生記録（債務

者）請求_明細一覧画

面に戻ってください。 

 

【削除する場合】 

ＯＫ ボタンをクリック

してください。 

一時保存データを利用した複数発生記録請求の再開手順 
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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 発生記録（債務者請求）メニュー画面（引戻し前） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

債務者請求 ボタンをクリック

してください。 

複数発生記録請求の引戻し手順 

過去に登録した未承認

の請求データを引戻しま

す。 

 

引戻し ボタンをクリックしてく

ださい。クリックすると引き戻

し可否をポップアップ表示しま

す。 

引戻し可能なデータ 

状態が「未承認（承認待ち）」

かつ、過去請求データの請求

日から９２日間の過去請求デ

ータが引戻し可能です。 

 

【引戻しする場合】 

ＯＫボタンをクリックし

てください。 
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3． 発生記録（債務者請求）メニュー画面（引戻し後） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引戻した未承認の請求

データについて、修正、

または削除を行います。 

 

修正／削除 ボタンをクリック

し、2.差戻し中一覧画面に進

んでください。 

修正、または削除が可能

なデータ 

状態が「未承認（引戻し）」か

つ、引戻し日から９２日間の請

求データが修正、または削除

可能です。 
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 ログイン後、トップ画面の債権譲渡請求タブをクリックしてください。 

1. 譲渡記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 債権を譲渡する場合、債権の全額譲渡と債権の一部を分割して行う分割譲渡をご利用いただけ

ます。 

 譲渡記録請求は原則として、譲受人になる利用者を債権者とし、譲渡人を保証人とします。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者は仮登録内容を確認し、承認を行うと

譲渡記録請求が完了します。 

 譲渡日（電子記録年月日）は当日または未来日付（１か月先までの日付）を入力することができま

す。なお、未来日付を入力した場合は、予約請求となります。実際にでんさいが譲渡される日付は

入力した譲渡日（電子記録年月日）となります。 

 未来日付の発生予定債権について譲渡予約することも可能です。なお、譲渡予約済の債権は発

生記録請求の取消ができません。 

 事前準備 

 譲渡する債権の債権情報と取引先の情報を事前に準備してください。 

譲譲渡渡記記録録請請求求  

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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2. 譲渡記録請求対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 

④ 

② 

⑤ 

⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 
⑪ 

⑫ 
⑬ 

⑥ 

譲渡する債権を検索し

て、選択します。 

【記録番号で検索する場

合】 

⑤検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑥記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

⑤検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

詳細検索条件の下記項

目を入力し、検索します。

（複数入力可） 

⑦債権金額（円） 

⑧支払期日 

⑨信託記録有無 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

検索に利用する決済口座

を選択すると 

①～③が表示されます。

P13『共通機能』 

 

取引先を登録している場

合、 取引先選択 ボタンを

クリックし、指定する取引

先を選択すると、 

⑩～⑬が表示されます。

P13『共通機能』 

 

請求対象の債権を確認

後、 選択 ボタンをクリック

してください。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』 

④対象債権の発生記録

状態を選択してください。 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

④ 
対象債権の 

発生記録状態 
－ 必須

ラジオボタンにて選択します。 

「記録済」または「記録未（予約中）」を選択します。 

電子記録年月日を迎えていない、予約中のでんさい

の場合は、「記録未（予約中）」を選択します。 

⑤ 検索方法選択 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合に指定します） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字（20） 任意

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合は入力

必須です。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合に指定します） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑨ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

 

 債務者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 

 

 



87 

3. 譲渡記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目の詳細は次ペ

ージに記載しています。 

 

譲渡記録の仮登録情

報を入力します。 

① 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

③ 

⑩ 

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No. 

を入力してください。 

②譲渡日（電子記録年

月日）を入力してくださ

い。 

【債権の全額を譲渡す

る場合】 

③譲渡種別の全部譲

渡を選択してください。

 

【債権の一部を譲渡す

る場合】 

③譲渡種別の一部譲

渡を選択し、 

④譲渡指定金額（円）を

入力してください。 

 

【取引先を登録していな

い場合】 

直接入力 チェックボッ

クス にチェックを入れ、

譲受人情報（請求先情

報）の 

⑤利用者番号 

⑥金融機関コード 

⑦支店コード 

⑧口座種別 

⑨口座番号 

⑩取引先登録名 

を入力してください。 

承認者へ連絡事項等

がある場合は、 

⑪コメントを入力してく

ださい。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へ ボタ

ンをクリックしてくださ

い。 

⑪ 

現在の債権情報が表

示されます。 

内容を確認してくださ

い。 

 

【取引先を登録している

場合】 

取引先選択 ボタンをク

リックし、 

譲受人に指定する取引

先を選択すると、⑤～

⑩が表示されます。 

P13『共通機能』 

債権金額（円）は、予

約済の譲渡金額が控

除されておりませんの

で、ご注意ください。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』をご参照くださ

い。 

② 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お取引先との間で請求を管理するためのフリー入力

欄です。注文書番号や請求書番号を入力してくださ

い。 

英字については大文字のみ入力できます。 

記号については . ( ) - のみ入力できます。 

 

 譲渡記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

② 
譲渡日（電子 

記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須 

当日から 1 ヶ月後の応答日まで指定できます。 

入力例＝「2011/05/06」 

③ 譲渡種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

④ 
譲渡指定金額 

（円） 
半角数字（10） 任意 

譲渡種別が「全額譲渡」の場合は譲渡指定金額の入

力はできません。 

譲渡種別が「一部譲渡」の場合は入力必須です。注意

事項は以下のとおりです。 

①元金を超えての指定はできません。 

②1回の一部譲渡における金額は1円以上です。 

 

 譲受人情報（請求先情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 利用者番号 半角英数字（9） 必須
入力例＝「ABC123456」 

英字については大文字のみ入力できます。 

⑥ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑦ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑧ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

⑨ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑩ 取引先登録名 全角文字(60) 任意 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は入力必須です。

 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑪ コメント 全半角文字（250） 任意

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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4. 譲渡記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 譲渡記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※請求が完了するのは、承認者が承認した時点です。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れて下

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となりますのでご

留意ください。 
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 ログイン後、トップ画面の債権譲渡請求タブをクリックしてください。 

 

1． 譲渡請求メニュー画面（引戻し前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引戻しの手順 

 

引戻しボタンをクリックしてください。クリックす

ると引き戻し可否をポップアップ表示します。 

引戻し可能なデータ 

状態が「未承認（承認待ち）」かつ、過去請求デ

ータの請求日から９２日間の過去請求データが

引戻し可能です。 

過去に登録した未承認の請求データを引戻しま

す。 

 

【引戻しする場合】 

ＯＫボタンをクリックしてください。 
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2. 譲渡請求メニュー画面（引戻し後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正／削除 ボタンをクリックし、2.差戻し中一

覧画面に進んでください。 

修正、または削除が可能なデータ 

状態が「未承認（引戻し）」かつ、引戻し日から９

２日間の請求データが修正、または削除可能で

す。 

引戻した未承認の請求データについて、修正、ま

たは削除を行います。 
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 ログイン後、トップ画面の債権譲渡請求タブをクリックしてください。 

 

1． 譲渡請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時保存データを利用した複数譲渡記録請求の再開手順 

一時保存した明細の仮登録を再開、また

は削除します。 

 

【一時保存した明細を削除する場合】 

削除ボタンをクリックしてください。クリ

ックすると、保存中データの削除可否を

ポップアップ表示します。 

 

【削除する場合】 

ＯＫボタンをクリッ

クしてください。 

 

再開ボタンをクリックしてください。 
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 ログイン後、トップ画面の債権譲渡請求タブをクリックしてください。 

 

1． 譲渡請求メニュー画面（引戻し前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引戻しの手順 

過去に登録した未承認の請求データを引戻しま

す。 

 

引戻しボタンをクリックしてください。クリックす

ると引き戻し可否をポップアップ表示します。 

引戻し可能なデータ 

状態が「未承認（承認待ち）」かつ、過去請求デ

ータの請求日から９２日間の過去請求データが

引戻し可能です。 

 

【引戻しする場合】 

ＯＫボタンをクリックしてください。 
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2． 譲渡請求メニュー画面（引戻し後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引戻した未承認の請求データについて、修正、ま

たは削除を行います。 

修正、または削除が可能なデータ 

状態が「未承認（引戻し）」かつ、引戻し日から９

２日間の請求データが修正、または削除可能で

す。 

 

修正／削除 ボタンをクリックし、2.差戻し中一

覧画面に進んでください。 
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 ログイン後、トップ画面の通知情報一覧ボタンをクリックしてください。 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 概要 

 支払期日の 2 営業日前に通知する決済予定情報通知を通知情報一覧から確認します。 

 事前準備 

 支払期日までに決済口座に入金を済ませる必要があります。 

支支払払期期日日とと決決済済  

 

債権内容を確認するため、 

通知情報一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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2. 通知情報一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 債権内容の確認後、決済口座の残高が不足している場合は、支払

期日までに入金する必要があります。 

債権を特定するために、検索条件の下記

項目を入力し、検索します。（複数入力

可） 

①通知管理番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※１ 
②ご案内日時（任意） 
（YYYY/MM/DD）(HH:MM) 
③通知の種類（任意） 
※1 ：英字については大文字のみ入力で

きます。 

① 
② 
③ 
④ 

⑤ 
⑥ 
⑦ 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

決済口座を選択すると⑤～⑦が表示さ

れます。 

P13『共通機能』 

ヒント
債権を特定するための検索方法として、

受信したメールの①通知管理番号を入

力することで債権を特定することができま

す。 

 

④表示条件（任意） 

表示条件のチェックボックスにチェック

を入れてください。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象債権

の詳細情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

債権内容をご確認ください。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 開示メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 債権照会（開示）条件入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 概要 

 発生記録請求を行ったでんさいや保有しているでんさいの照会（開示）ができます。 

 検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）を指定します。 

 決済口座情報、請求者区分、支払期日のみ（簡易検索）で検索します。さらに詳細な条件を 

指定する場合は、債権照会（開示）／詳細検索を参照してください。 

P163『債権照会（開示）／詳細検索』 

① 
② 
③ 

④ 
⑤ 簡易検索の場合は検索条件の初期

値として下記の条件を設定していま

す。 

（処理方式区分 ⇒ 即時照会（同期）

開示方式・単位 ⇒ 債権情報（記録

事項）の照会 請求者区分（立場）を

条件に照会） 

債債権権照照会会（（開開示示））／／簡簡易易検検索索  

債権照会（開示）したい債権情報を検

索します。 

 

債権照会（開示）ボタンをクリックしてく

ださい。 

簡易検索条件の 

④請求者区分（立場）を選択してくださ

い。 

⑤支払期日（任意）（YYYY/MM/DD）を

入力してください。 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

債権を照会したい決済口座を選択する

と①～③が表示されます。 

P13『共通機能』 

 ヒント 
現在保有している債権を確認したい場合は、④請求者区分の「債権
者」を選択し、照会を行うことで確認できます。 

債務を確認したい場合は、④請求者区分の「債務者」を選択し、照会

を行うことで確認できます。

 

検索ボタンをクリックしてください。 
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3． 即時照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 開示結果の還元方法 

開示方式・単位 処理方式区分 還元方法 

債権情報(記録事項)の照会 
即時照会 

（同期） 

① 画面への出力 

② PDF 形式での出力 

③ 共通フォーマット形式によるダウンロード※３ 

④ CSV 形式でのダウンロード※４ 

※3： 共通フォーマット形式のファイルフォーマットについては、付録 P32『開示結果ファイル（共通フォーマット形式）』をご参照

ください。 

※4： CSV 形式のファイルフォーマットについては、付録 P2『開示結果ファイル（CSV 形式）』をご参照ください。 

検索結果を表示 

し※１、記録番号一覧

から債権を選択しま

す。 

 

詳細 ボタンをクリック

すると、対象の債権情

報を別ウィンドウで表示

します。 

 債権照会（開示）／簡易検索の完了となります。対象債権の 

債権情報を確認してください。 

 検索結果が多く、さらに絞り込みたい場合は、 

P163『債権照会（開示）／詳細検索』をご参照ください。 

 

ダウンロード（CSV 形

式）ボタンまたは、 

ダウンロード（共通フォ

ーマット形式） ボタンを

クリックすることで開示

照会結果をダウンロー

ドすることが可能です。 

 

開示結果印刷 ボタン

※２をクリックすると、開

示結果を帳票印刷でき

ます。 

 ご注意事項 
※1： 即時照会（同期）における開示可能上限件数は 200 件です。200 件を超過した場合は、検索条件を変

更して再検索を行うか、一括予約照会を行ってください。 
※2： 検索結果が 0 件の場合、開示結果印刷ボタンは表示されません。 
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 ログイン後、トップ画面の承認待ち一覧ボタンをクリックしてください。 

（例として債権発生請求（債務者請求方式）の仮登録を承認する流れをご説明します。） 

1． トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 概要 

 担当者の仮登録に対して、担当者から引き渡された帳票をもとに承認者が、承認または差戻しを

行います。 

 承認を行うことで、取引が完了します。 

 承認者はでんさいネットで業務チェックエラーが発生した場合、差戻しを行う必要があります。 

 事前準備 

 承認を行う際、承認パスワードが必要となります。 

承承認認／／差差戻戻ししのの手手順順  

 

未承認の一覧を表示するため、 

承認待ち一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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2． 承認待ち一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認または差戻しをする仮登録を選択

します。 

ヒント 

検索機能やソート機能を利用することで

絞込みや一覧表示の並び替えをご利用

いただけます。 

P13『共通機能』 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

 

検索条件を指定し、目的の承認対象を

検索する場合は、決済口座選択ボタン

をクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

①～③が表示されます。 

P13『共通機能』 

 

承認または差戻しを行う取引の 

選択ボタンをクリックしてください。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

検索条件を指定し、目的の承認対象を

検索する場合は、 

承認待ち一覧検索条件の 

④請求番号（任意） 
（半角英数字 20 文字）※１ 

⑤担当者（任意） 

（96 文字以内／前方一致）※２ 
⑥請求種別（任意） 

を入力してください。 
※1 ：英字については大文字のみ入力

できます。 

※2 ：入力できる文字数は、半角は 96

文字以内、全角は 48 文字以内です。 

検索条件を指定し、目的の承認対象を

検索することも出来ます。 
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3． 発生記録（債務者）請求承認待ち画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

 

【承認をする場合】 

過去に類似の取引があった場合、左記

のようなメッセージと 

チェックボックスを表示します。内容を

確認の上、チェックボックスにチェック

を入れてください。 

チェックを入れていない場合は、承認で

きません。 

 

【承認をする場合】 

①承認パスワード《6 桁～12 桁》を入

力してください。 

コメントがある場合は、 

②コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

チェックボックスにチェックが入ってい

ることと、①承認パスワードを確認し、

承認の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

4．発生記録（債務者）請求承認完了画

面に進んでください。 

承認の場合 

P102 4 画面 

差戻しの場合 

P102 5 画面

 

【差戻しをする場合】 

※差戻しをすると、担当者は、仮登録情

報を修正または削除できます。 

担当者へ連絡事項等がある場合は、 

②コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

差戻しの実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

5．発生記録（債務者）請求差戻し完了

画面に進んでください。 
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【承認をする場合】 

4． 発生記録（債務者）請求承認完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【差戻しをする場合】 

5． 発生記録（債務者）請求差戻し完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認対象業務の承認が完了しました。 

仮登録を行った担当者と承認を行った承認者に、登録結果を通知

します。併せてご確認ください。 

仮登録内容の差戻しが完了しました。 

仮登録を行った担当者に、差戻し結果を通知します。 

 

印刷 ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票は差戻した情報になりま

す。P13『共通機能』 

 

印刷 ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票は承認した情報になりま

す。P13『共通機能』 
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【承認状況を確認する場合】 

6． トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未承認の一覧を表示するため、 

承認未承認状況一覧ボタンをクリック

してください。 
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7． 承認未承認状況一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

債権を照会したい決済口座を選択する

と④～⑥が表示されます。 

P13『共通機能』 

検索条件の 

①承認日 
②承認状態(任意) 

③請求番号(任意) 

（半角英数字 20 文字以内） 
を入力してください。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

① 
② 
③ 

④ 
⑤ 
⑥ 

 

詳細ボタンをクリックすると、請求毎の

請求情報を表示します。 
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承認状態のパターン 
 

承認状態 現在の処理者 条件 

未承認（一次承認待ち） 一次承認者 未承認（一次承認待ち）状態の取引。 

未承認（最終承認待ち） 最終承認者 未承認（最終承認待ち）状態の取引。 

未承認（受付） 最終承認者 未承認（受付）状態の取引。 

未承認（差戻し） 担当者 未承認（差戻し）状態の取引。 

未承認（引戻し） 担当者 未承認（引戻し）状態の取引。 

未承認（エラー） 最終承認者 未承認（エラー）状態の取引。 

承認済み － 承認済み状態の取引。 

結果不明 － 結果不明状態の取引。 

 

 

 

 



106 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ログイン後、トップ画面の差戻し中一覧ボタンをクリックしてください。 

（例として、発生記録請求（債務者請求方式）の仮登録の修正と削除を以下に示します。） 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

差差戻戻しし後後のの仮仮登登録録のの修修正正／／削削除除のの手手順順  

 

差戻しの一覧を表示するため、 

差戻し中一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 概要 

 承認者が差し戻しを行った場合、または担当者自身が引戻しを行った場合の担当者の手順を示し

ます。 

 担当者は承認者から引き渡された帳票をもとに内容を修正して再度仮登録、または削除を 

行います。 

 当該操作が必要なのは、担当者の仮登録に対して、承認者が差戻しをした場合、または担当者自

身が引戻しを行った場合です。 
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2. 差戻し中一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仮登録内容を修正す

る場合】 

仮登録内容を修正する

場合、修正ボタンをクリ

ックしてください。 

 

詳細ボタンをクリックす

ると、差戻された仮登

録の請求情報を別ウィ

ンドウで表示します。 

修正の場合 

P108 3 画面

削除の場合 

P111 6 画面

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

 

検索条件を指定し、目

的の差戻し対象を検索

する場合は、 

決済口座選択 ボタンを

クリックし、 

取引に利用する決済口

座を選択すると①～③

が表示されます。 

P13『共通機能』 

検索条件を指定し、目

的の差戻し対象を検索

する場合は、 

差戻し中一覧検索条件

の 

④請求番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）

※１ 

⑤担当者（任意） 

（96 文字以内／前方一

致）※２ 

⑥請求種別（任意） 

を入力してください。 

※1 ：英字については

大文字のみ入力できま

す。 

※2 ：入力できる文字

数は、半角は96文字以

内、全角は48文字以内

です。 

 

検索ボタンをクリックす

ると、検索結果を一覧

表示します。 

ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

【仮登録内容を削除す

る場合】 

仮登録内容を削除する

場合、 

削除 ボタンをクリックし

てください。 

検索条件を指定し、目

的の差戻し対象を検

索すること も出 来ま

す。 

削除ボタンについて 

承諾対象業務※１において、相手方の承諾依頼に対する被請求側の承諾依頼の仮登録を承認者が差戻

した場合は、差戻された請求の削除はできません。 

※１：発生記録（債権者請求方式）・変更記録・保証記録・支払等記録（支払を行ったことによる記録請求）

が、承諾対象業務に該当します。 
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【仮登録内容を修正する場合】 

3. 発生記録（債務者）請求仮登録修正画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 
④ 

② 

⑦ 
⑧ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑥ 

⑤ 

⑭ 

必要に応じて、 

④請求者 Ref.No. 

を入力してください。 

発生記録情報の 

⑤債権金額（円）／

支払金額（円） 

⑥支払期日 

⑦振出日（電子記録

年月日） 

⑧譲渡制限有無 

を入力してください。 

承認者へ連絡事項

等がある場合は、 

⑯コメントを入力して

ください。 

⑮ 

 

決済口座選択 ボタ

ンをクリックし、 

取引に利用する決

済口座を選択すると

①～③が表示され

ます。 

P13『共通機能』 

 

入力項目の詳細は次ペ

ージに記載しています。

 

 

【取引先を登録して

いる場合】 

取引先選択 ボタン

をクリックし、 

債権者に指定する

取引先を選択する

と、⑨～⑮が表示さ

れます。 

P13『共通機能』 

 

【取引先を登録していな

い場合】 

直接入力 チェックボッ

クス にチェックを入れ、

債権者情報（請求先情

報）の 

⑨利用者番号 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

⑭取引先登録名 

を入力してください。 

取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法はP57『取引先管理』 

 

修正内容の確認

へ ボタンをクリック

してください。 

 

⑮手数料 

を選択してください。 

「先方負担（指定金額）」を

選択した場合は、手数料

の金額を入力してくださ

い。 

⑯ 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

④ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お取引先との間で請求を管理するためのフリー入力

欄です。注文書番号や請求書番号を入力してくださ

い。 

英字については大文字のみ入力できます。 

記号については . ( ) - のみ入力できます。 

 

 発生記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 債権金額（円） 半角数字（10） 必須 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑥ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須 

振出日（電子記録年月日）を含む 3 銀行営業日目の

翌日から 1 年後の応答日まで指定できます。支払期

日が非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日と

なります。 

入力例＝「2012/05/06」 

⑦ 
振出日（電子 

記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須 

当日から 1 ヶ月後の応答日まで指定できます。 

入力例＝「2011/05/06」 

⑧ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択します。 

「譲渡制限有無」が「有」を選択した場合、債権の譲渡

先を金融機関に限定します。 

 

 債権者情報（請求先情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑨ 利用者番号 半角英数字（9） 必須 
入力例＝「ABC012345」 

英字については大文字のみ入力できます。 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑭ 取引先登録名 全角文字（60） 必須 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は入力必須です。

 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑮ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄です。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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4. 発生記録（債務者）請求仮登録修正確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 発生記録（債務者）請求仮登録修正完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の修正が完了となります。 

※請求の完了は、承認者が承認した時点となります。 

 承認者の手順については、P99 の『承認／差戻しの手順』を

ご参照ください。 

仮登録内容の修正内容を確認します。

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、修正の実

行はできません。 

 

修正の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

印刷 ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 
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【仮登録内容を削除する場合】 

6. 発生記録（債務者）請求仮登録削除確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 発生記録（債務者）請求仮登録削除完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録内容の削除が完了しました。 

 

仮登録内容を削除する場合、 

仮登録の削除ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

削除はできません。 
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 ログイン後、トップ画面の通知情報一覧ボタンをクリックしてください。 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 概要 

 受領した債権内容の確認方法は通知情報一覧から債権内容を確認します。 

 受領した債権に対して、異議がある場合は、記録予定日から 5 銀行営業日後（記録予定日当日含

む）までの間に取消請求をすることができます。 

債債権権受受領領時時のの手手順順  

 

受領した債権内容を確認するため、 

通知情報一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 

債権受領時の確認手順 

ご注意事項 
 譲渡人の確認について 
・保証なし分割譲渡の場合 ：債権者情報より、譲渡人の確認が可能です。 
・保証なし全額譲渡の場合 ：保証人情報が付帯していないため譲渡人が判断出来ません。譲受人か

らの取消は当日譲渡の場合、譲渡日から 5銀行営業日後（譲渡日当日含む）までの間であれば可能
です。予約請求の場合は譲渡日まで予約取消が可能で、譲渡日から 5銀行営業日後（譲渡日当日含
む）までの間で取消が可能です。譲渡日から 5銀行営業日（譲渡日当日含む）を過ぎた場合は、再
度の譲渡記録で譲渡人に返却しようとしても譲渡人を確認できませんのでご留意ください。 
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2. 通知情報一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受領した債権内容に異議が無い場合は完了となります。 

受領した債権内容に異議がある場合は記録予定日から 5 銀行

営業日後（記録予定日当日含む）までの間に発生記録取消請求

を行ってください。手順は、P114『取消（予約）の手順』をご参

照ください。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象債権

の詳細情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

債権内容をご確認ください。 

① 
② 
③ 

⑤ 
⑥ 
⑦ 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

決済口座を選択すると⑤～⑦が表示さ

れます。 

P13『共通機能』 

ヒント 
債権を特定するための検索方法として受

信したメールの①通知管理番号を入力

することで債権を特定することができま

す。 

受領した債権を特定するために、検索条

件の下記項目を入力し、検索します。（複

数入力可） 

①通知管理番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※１ 
②ご案内日時（任意） 
（YYYY/MM/DD）(HH:MM) 
③通知の種類（任意） 
※1 ：英字については大文字のみ入力で

きます。 

 

④表示条件（任意） 
表示条件のチェックボックスにチェック

を入れてください。 

④ 
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 トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

1. 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 発生記録（債務者請求）メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取消できる取引 

No. 取引名 種類 請求者 被請求者 

1 債権発生請求（債務者請求） 

予約取消 ○ ○ 

取消（振出日（電子記録年月日）～振出

日（同上）の 5 銀行営業日後（振出日（同

上）当日含む）までの期間） 

× ○ 

2 債権発生請求（債権者請求） 

予約取消 ○ × 

否認（承諾依頼通知受領～記録予定日

の 5 銀行営業日後（記録予定日当日含

む）までの期間） 

× ○ 

3 債権譲渡請求 

予約取消 ○ ○ 

取消（譲渡日～譲渡日の 5 銀行営業日

後（譲渡日当日含む）までの期間） 
× ○ 

※譲渡予約済の債権に対する取消はできません。 

 

取消ボタンをクリックしてください。 

 

債務者請求ボタンをクリックしてくださ

い。 

取消（予約）の手順 

債務者による予約取消も同様手順で

す。 
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3. 発生記録（債務者）取消請求対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
① 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑭ 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P13『共通機能』 

検索条件の 

④対象債権の発生記録

状態 

を選択してください。 

【記録番号で検索する場

合】 

⑤検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑥記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

⑤検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

詳細検索条件の下記項

目を入力し、検索でくださ

い。（複数入力可） 

⑦請求者区分 

⑧債権金額（円） 

⑨支払期日 

⑩信託記録有無 

⑪金融機関コード 

⑫支店コード 

⑬口座種別 

⑭口座番号 

 

請求対象の債権を確認

後、 選択 ボタンをクリック

してください。 

 

取引先選択 ボタンをクリ

ックし、指定する取引先を

選択すると、⑪～⑭が表

示されます。 

P13『共通機能』 

取消する債権を特定

し、選択します。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P49『取引

先管理』をご参照くださ

い。 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 
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●入力項目一覧表 
 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 
 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

④ 
対象債権の発生記

録状態 
－ 必須 

ラジオボタンにて選択します。 

「記録済の債権」または「記録未（予約中）の債権」を

選択します。 

⑤ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択します。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択します。 

 
 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合は入

力必須です。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

 
 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑦ 請求者区分 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑧ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑨ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑩ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

 
 債務者／債権者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑪ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑫ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑬ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑭ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4. 発生記録（債務者）取消請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 発生記録（債務者）取消請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

選択した債権の内容を表示し、仮登録

を行います。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

①コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

① 
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6. 発生記録（債務者）取消請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※請求が完了するのは、承認者が承認した時点です。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』をご参照ください。 

 発生記録の予約取消において、取消が完了したか否かを確認するには通知メ

ールの内容をご覧ください。 

 

印刷 ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となりますのでご

留意ください。 
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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 発生記録（債務者請求）メニュー画面（引戻し前） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

債務者請求 ボタンをクリック

してください。 

引戻し手順 

過去に登録した未承認

の請求データを引戻しま

す。 

 

引戻し ボタンをクリックしてく

ださい。クリックすると引き戻

し可否をポップアップ表示しま

す。 

引戻し可能なデータ 

状態が「未承認（承認待ち）」

かつ、過去請求データの請求

日から９２日間の過去請求デ

ータが引戻し可能です。 

 

【引戻しする場合】 

ＯＫボタンをクリックし

てください。 



120 

3． 発生記録（債務者請求）メニュー画面（引戻し後） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

引戻した未承認の請求

データについて、修正、

または削除を行います。 

 

修正／削除 ボタンをクリック

し、2.差戻し中一覧画面に進

んでください。 

修正、または削除が可能

なデータ 

状態が「未承認（引戻し）」か

つ、引戻し日から９２日間の請

求データが修正、または削除

可能です。 
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応 用 編 
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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 発生記録（債権者請求）メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 債権者としてでんさいの発生を請求します。ただし、承諾依頼通知日から振出日（電子記録年月

日）の5銀行営業日後（振出日（電子記録年月日）当日含む）までの間に相手方からの承諾回答を

受けることが必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。なお、債

権者側、債務者側の双方が債権者請求をご利用できる状態である場合にのみ取引ができます。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認すると、相手方にでん

さい発生の承諾が依頼されます。 

 振出日（電子記録年月日）には当日または未来日付（請求日から１か月後までの日付）を入力す

ることができます。 

なお、未来日付を入力した場合は予約請求となります。 

設定される発生日の詳細についてはP188『用語集』をご参照ください。 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

発発生生記記録録請請求求（（債債権権者者請請求求方方式式））  

発生記録の登録または、取消を選択し

ます。 

 

債権者請求ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 発生記録（債権者）請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 
④ 

② 

⑤ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑥ 

⑭ 

発生記録の仮登録情報

を入力します。 

必要に応じて、 

④請求者 Ref.No.  

を入力してください。 

⑮ 

 

【取引先を登録していない

場合】 

直接入力 チェックボック

スにチェックを入れ、債務

者情報（請求先情報）の

⑨利用者番号 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

⑭取引先登録名 

を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へ ボタン

をクリックしてください。 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択 ボタンをクリ

ックし、 

債務者に指定する取引先

を選択すると、⑨～⑭が

表示されます。 

P13『共通機能』 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』をご参照くださ

い。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P13『共通機能』 

承認者へ連絡事項等が

ある場合は、 

⑮コメントを入力してくださ

い。 

発生記録情報の 

⑤債権金額（円） 

⑥支払期日 

⑦振出日（電子記録年月

日） 

⑧譲渡制限有無 

を入力してください。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

④ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お取引先との間で請求を管理するためのフリー入力

欄です。注文書番号や請求書番号を入力してくださ

い。 

英字については大文字のみ入力できます。 

記号については . ( ) - のみ入力できます。 

 

 発生記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 債権金額（円） 半角数字（10） 必須 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑥ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須 

振出日（電子記録年月日）を含む 3 銀行営業日目の翌

日から1年後の応答日まで指定できます。支払期日が

非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となりま

す。 

入力例＝「2012/05/06」 

⑦ 
振出日（電子 

記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須 

当日から 1 ヶ月後の応答日まで指定できます。 

入力例＝「2011/05/06」 

⑧ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択します。 

「譲渡制限有無」で「有」を選択すると、でんさいの譲渡

先を金融機関に限定できます。 

 

 債務者情報（請求先情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑨ 利用者番号 半角英数字（9） 必須 
入力例＝「ABC012345」 

英字については大文字のみ入力できます。 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑭ 取引先登録名 全角文字（60） 任意 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は入力必須です。

 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑮ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄です。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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4． 発生記録（債権者）請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5． 発生記録（債権者）請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾すること

で成立します。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』をご

参照ください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となります。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 
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 概要 

 一括して（まとめて）記録請求を行うことができます。一括記録請求が可能な記録請求は、発生 

記録（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録（分割記録含む）です。 

 担当者は一括記録請求を行う共通フォーマット形式※１の固定長ファイルをアップロードし、仮登

録を行います。P97『一括記録ファイルのアップロード手順』をご参照ください。 

承認者が仮登録を承認することで、一括記録請求が完了します。 

 登録したファイルの請求結果を照会することができます。 

 一括記録請求の一回の上限数は、1,000 件です。 

 事前準備 

 一括記録請求を行う共通フォーマット形式※１の固定長ファイルを事前に作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

2－1． 一括記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

発生記録請求（一括） 

一括記録請求を行う共通フォーマット

形式※１固定長ファイルをアップロード

します。 

※1 

共通フォーマット形式（全銀協の標準化

ＷＧ規定） 

レコード長：250 バイト 

項目：取引相手利用者番号、記録番号

等 

複数種類の請求を同一ファイルに収容

可（発生、譲渡、分割の混在可能） 

付録 P35『一括記録請求ファイル（共通

フォーマット形式）』 

画面がポップ

アップします。 

一括記録ファイルのアップロード手順 

 

登録ボタンをクリックしてください。 

 

アップロードするファイルを選択するた

めに、 参照 ボタンをクリックしてくださ

い。 

アップロードするファイルの選択をポップ

アップ表示します。 

 

アップロードするファイルを選択し、開く
ボタンをクリックしてください。 
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2－2． 一括記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3． 一括記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

選択したファイルのパスを反映されたこ

とを確認してください。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

①コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

一括記録請求を行うファイルをアップロ

ードします。 
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4． 一括記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一括記録請求の仮登録が完了しました。 

※請求が完了するのは、承認者が承認した時点です。承諾

対象業務については、承認者の承認後に、相手方が承諾

することで成立します。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』を

ご参照ください。 

 

印刷 ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となります。
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ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

一括記録請求結果の照会手順 

 

結果一覧ボタンをクリックしてください。
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2． 一括記録結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 

 

検索ボタンをクリックす

ると、検索結果を一覧

表示します。 

検索条件の下記項目を

入力し、検索します。

（複数入力可） 

①支店コード 

②口座種別 

③口座番号 

④請求番号 

⑤請求日 

⑥担当者名 

⑦承認者名 

⑧請求結果 

⑨ダウンロード 

 

決済口座で検索する場

合、 

決済口座選択 ボタンを

クリックし、口座を選択

すると、①～③が表示

されます。 

入力項目の詳細は次

ページに記載していま

す。 

 

ファイルを直接開きた

い場合は 開く ボタンを

クリックしてください。 

 

保存する場合は 保存

ボタンをクリックして所

定の場所に保存してく

ださい。 

 

請求ファイル（共通フォ

ーマット形式）をダウン

ロードすることができま

す。 

請求ファイルダウンロ

ード ボタンをクリックし

てください。クリックする

と、ファイルのダウンロ

ードをポップアップ表示

します。※2 

 

エラーファイル（共通フ

ォーマット形式）をダウ

ンロードすることができ

ます。 

エラーファイルダウンロ

ード ボタンをクリックし

てください。クリックする

と、ファイルのダウンロ

ードをポップアップ表示

します。※2  

ファイルフォーマットの

詳細については、 

付録 P86『一括記録

請求結果ファイル（共通

フォーマット形式）』

ご注意事項 
※1 ：一括記録請求が正常の場合に表示されます。 
※2 ：一括記録請求がエラーの場合に表示されます。 

 

照会したい一括記録請

求の 

詳細ボタンをクリックす

ると、対象の一括記録

請求情報を別ウィンド

ウで表示します。 

 

⑩区分 

区分のチェックボックス

にチェックを入れてくだ

さい。 

 

請求結果ファイル（共通

フォーマット形式）をダ

ウンロードすることがで

きます。 

結果ファイルダウンロ

ード ボタンをクリックし

てください。クリックする

と、ファイルのダウンロ

ードをポップアップ表示

します。※1 

ファイルフォーマットの

詳細については、 

付録 P86『一括記録

請求結果ファイル（共通

フォーマット形式）』 

通知情報一覧からの請求結果の確認 

通知情報一覧からも、一括記録請求の結果を確認することができます。 

 

【エラー（連鎖）のみ再

請求する場合】 

登録 ボタンをクリックし

てください。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「123」 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「1234567」 

④ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力できます。 

⑤ 請求日 （YYYY/MM/DD） 任意 本日以前を指定してください。 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択します。 

 

 

 

 

 

 

 
再請求 

エラーとなった一括記録について、エラー（連鎖）の明細のみ再請求することがで

きます。 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 保証記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 保有しているでんさいに保証人を追加することができます。ただし、承諾依頼通知日から記録予定

日の5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に相手方からの承諾回答を受けることが必

要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認すること相手方に対

象のでんさいの保証承諾が依頼されます。 

 事前準備 

 保証を依頼する相手方の情報を事前に準備してください。 

 保証人を追加する債権の債権情報を事前に準備してください。 

保保証証記記録録請請求求  

 

保証記録ボタンをクリックしてください。

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 保証記録請求対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 

保証記録請求する債権

を特定し、選択します。

【記録番号で検索する場

合】 

④検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑤記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

④検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

検索条件の下記項目を入

力し、検索します。（複数

入力可） 

⑥債権金額（円） 

⑦支払期日 

⑧信託記録有無 

⑨金融機関コード 

⑩支店コード 

⑪口座種別 

⑫口座番号 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択 ボタンをクリ

ックし、債務者に指定する

取引先を選択すると、⑨

～ ⑫ が 表 示 さ れ ま す 。

P13『共通機能』 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』をご参照くださ

い。 

 

請求対象の債権を確認

後、 選択 ボタンをクリック

してください。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P13『共通機能』 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須

ラジオボタンにて選択します。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択します。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字（20） 任意

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合は、入

力必須です。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

 

 詳細検索条件（金額、期日、信託記録有無、債務者口座情報で絞り込みができます。） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額で入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑦ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑧ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

 

 債務者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑨ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑩ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑪ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑫ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 保証記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

⑧ 

① 

保証記録の仮登録情報を入力します。

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No.（任意） 
（半角英数字 40 桁以内）※１ 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力

できます。記号については . ( ) - のみ

入力できます。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑧コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

⑦ 

 

【取引先を登録していない場合】 

直接入力チェックボックスにチェックを

入れ、保証人情報（請求先情報）の 

②利用者番号（半角英数字 9 文字） 
③金融機関コード（半角数字 4 桁） 
④支店コード（半角数字 3 桁） 
⑤口座種別 
⑥口座番号（半角数字 7 桁） 
⑦取引先登録名（全角 60 文字以内）
を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

保証人に指定する取引先を選択する

と、②～⑦が表示されます。 

P13『共通機能』 

請求者 Ref.No. 

お取引先との間で請求を管理するため

のフリー入力欄です。注文書番号や請

求書番号を入力してください。

取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで入力

を省略できます。取引先の登録方法は

P57『取引先管理』をご参照ください。
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5． 保証記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6． 保証記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※請求が成立するのは、仮登録後も、承認者が承認し、相手方

が承諾した時点です。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となります。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 変更記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 「支払期日」、「債権金額」、「譲渡制限有無」を変更または、債権を削除する場合は、変更記録請

求を行います。 

 変更記録請求が可能なのは、（譲渡記録や保証記録等がない）発生記録のみのでんさいです。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認すると、相手方に自身

が保有しているでんさいの変更承諾が依頼されます。 

 変更記録請求は、対象債権の債権者、もしくは、債務者から請求することができます。ただし、承

諾依頼通知日から記録予定日の5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に相手方から

承諾回答を受けることが必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

 事前準備 

 変更または削除する債権の債権情報を事前に準備してください。 

変変更更記記録録請請求求  

 

変更記録ボタンをクリックしてください。

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 変更記録請求対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

変更記録請求する債権

を検索します。 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P13『共通機能』 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』をご参照くださ

い。 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択 ボタンをクリ

ックし、相手方に指定する

取引先を選択すると、⑩

～ ⑬ が 表 示 さ れ ま す 。

P13『共通機能』 

【記録番号で検索する場

合】 

④検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑤記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

④検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

⑥請求者区分を選択し、

詳細検索条件の下記項

目を入力し、検索します。

（複数入力可） 

⑦債権金額（円） 

⑧支払期日 

⑨信託記録有無 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

 

請求対象の債権を確認

後、 選択 ボタンをクリック

してください。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須

ラジオボタンにて選択します。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択します。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字（20） 任意

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合は、入

力必須です。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 請求者の立場 － 任意

ラジオボタンにて選択します。 

検索方法選択が「詳細条件による検索」の場合は、入

力必須です。 

「債務者」または「債権者」を選択します。 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑨ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

 

 債務者／債権者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 変更記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

① 

変更記録の仮登録情報を入力します。

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No.（任意） 
（半角英数字 40 桁以内）※１ 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力

できます。記号については . ( ) - のみ

入力できます。 

【債権の削除をする場合】 

②変更内容の「債権の削除」を選択し

てください。 

③～⑥の入力は不要です。 

⑦変更原因（全角 255 文字以内）を選

択してください。 

「その他（テキスト入力）」を選択した場

合、変更原因を入力してください。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑧コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

【債権の変更をする場合】 

②変更内容の「項目値の変更」を選択

してください。 

③変更対象項目で変更を行う項目を選

択し、選択した項目に変更後の値を入

力してください。 

④支払期日（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 
⑤債権金額（円）（半角数字 10 桁以
内） 
⑥譲渡制限有無 

請求者 Ref.No. 

お取引先との間で請求を管理するため

のフリー入力欄です。注文書番号や請

求書番号を入力してください。。 
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5． 変更記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6． 変更記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

仮登録の完了となります。 

※請求が成立するのは、仮登録後に承認者が承認し、相手方

が承諾した時点です。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となります。

内容を確認し、仮登録を実行します。 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 支払等記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 口座間送金決済以外の方法で弁済された場合は、支払等記録請求を行います。 

 支払等記録請求には、「支払を行ったことによる記録請求」と「支払を受けたことによる記録請求」

があります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。「支払を行ったことによる記録請求」の場合、

仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

①「支払を行ったことによる記録請求」の場合の相手方の承諾は、承諾依頼通知日から記録予定

日の 5 銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に相手方からの承諾回答が必要です。否

認された場合または上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

②「支払を受けたことによる記録請求」の場合は相手方の承諾回答は必要ありません。 

支支払払等等記記録録請請求求  

 

支払等記録ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 



143 

 

3． 支払等記録請求対象債権検索画面 

 

 

Ｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

支払等記録請求する

債権を特定し、選択し

ます。 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択 ボタンをクリ

ックし、債務者または債権

者に指定する取引先を選

択すると、⑪～⑭が表示

されます。 

P13『共通機能』 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

決済口座情報（請求者情

報）の 

④請求者区分を選択して

ください。 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』をご参照くださ

い。 

 

請求対象の債権を確認

後、 選択 ボタンをクリック

してください。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P13『共通機能』 

【記録番号で検索する場

合】 

⑤検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑥記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

⑤検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

詳細検索条件の下記項

目を入力し、検索します。

（複数入力可） 

⑦債権金額(円) 

⑧支払期日 

⑨支払等記録有無 

⑩信託記録有無 

⑪金融機関コード 

⑫支店コード 

⑬口座種別 

⑭口座番号 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

④ 請求者区分 － 必須 ラジオボタンまたは、プルダウンにて選択します。 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 検索方法選択 － 必須

ラジオボタンにて選択します。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択します。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字（20） 任意

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合は、入

力必須です。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑨ 支払等記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑩ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

 

 債務者／債権者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑪ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑫ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑬ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑭ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 支払等記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

① 

支払等記録の仮登録

情報を入力します。 

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No. 

を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へ ボタ

ンをクリックしてくださ

い。 

④ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑭ 

入力項目の詳細は次ペ

ージに記載しています。 

 

【取引先を登録している

場合】 

取引先選択 ボタンをク

リックし、 

指定する取引先を選択

すると、⑧～⑬が表示

されます。 

P13『共通機能』 

 

【取引先を登録していな

い場合】 

直接入力 チェックボッ

クス にチェックを入れ、

支払者情報（請求先情

報）※１／被支払者情

報（請求先情報）※１の

⑧利用者番号 

⑨金融機関コード 

⑩支店コード 

⑪口座種別 

⑫口座番号 

⑬取引先登録名 

を入力してください。 

※1：前画面で選択した

請求者区分が「被支払

者」の場合、●支払者

情報（請求先情報）が

表示され、「支払者」の

場合、●被支払者情報

（請求先情報）が表示さ

れます。 

②支払日を入力してく

ださい。 

③支払金額（円）を入力

してください。 

④費用等（円）を入力し

てください。 

⑤債務消滅原因を選択

してください。 

⑥正当な利益に係る事

由を選択してください。 

⑦正当な利益に係る事

由コメントを選択してく

ださい。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P57『取引

先管理』をご参照くださ

い。 

承認者へ連絡事項等

がある場合は、 

⑭コメントを入力してく

ださい。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お取引先との間で請求を管理するためのフリー入力

欄です。注文書番号や請求書番号を入力してくださ

い。 

英字については大文字のみ入力できます。 

記号については . ( ) - のみ入力できます。 

 

 支払等記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

② 支払日 （YYYY/MM/DD） 必須 入力例＝「2011/05/11」 

③ 支払金額（円） 半角数字（10） 必須 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

期日前弁済の場合は債務全額のみ利用できます。 

入力例＝「1234567890」 

④ 費用等（円） 半角数字（10） 任意 

0 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

【支払を行ったことによる記録請求の場合】 

「請求者区分」が「保証人として、債権の支払を行ったこ

とによる記録請求。」を選択した場合、入力は任意です。

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

「支払者情報」に債務者以外の情報を入力する場合、

入力は任意です。 

⑤ 債務消滅原因 全角文字（255） 必須 プルダウンにて選択します。 

⑥ 
正当な利益に係る

事由 
－ 任意 

ラジオボタンにて選択します。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

「支払者情報」に第三者の情報を入力する場合のみ、

入力必須です。 

⑦ 
正当な利益に係る

事由コメント 
全角文字（255） 任意 

正当な利益に係る事由が「その他（テキスト入力）」の

場合、入力必須です。 

⑧ 利用者番号 半角英数字（9） 必須 
入力例＝「ABC012345」 

英字については大文字のみ入力できます。 

⑨ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑩ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑪ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

⑫ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑬ 取引先登録名 全角文字（60） 任意 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は入力必須です。

 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑭ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄です。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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5． 支払等記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6． 支払等記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※「支払を行ったことによる記録請求」の場合、仮登録後に承

認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。「支払

を受けたことによる記録請求」の場合、相手方の承諾回答

は必要ありません。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となりますのでご

留意ください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 指定許可管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 指定許可先の登録で「許可先」として指定した取引先以外からの請求をエラーとする機能です。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録内容を確認し、承認を行うと

指定許可登録が完了します。 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

指指定定許許可可管管理理  

 

指定許可管理ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

指定許可制限設定ボタンをクリックし

てください。 

指定許可登録 
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3． 指定許可制限設定仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

①～③が表示されます。 

P13『共通機能』 

 

【指定許可先を追加する場合】 

指定許可先追加 ボタンをクリックし、

次画面にて『指定許可先情報』『指定許

可業務』を設定してください。 

 

【指定許可先の取消をする場合】 

取消ボタンをクリックし、次画面にて解

除する『指定許可取引』設定してくださ

い。 

指定許可先を追加します。 

指定許可先追加ボタン

押下時 

P150 4 画面 

取消ボタン 

押下時 

P150 5 画面 

仮登録の確認へボタン

押下時 

P151 6 画面 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象債権

の詳細情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

④コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 
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【指定許可先を追加する場合】 

4． 指定許可制限設定情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指定許可先の取消をする場合】 

5． 指定許可制限設定情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

指定する取引先を選択すると、①～⑤

が表示されます。 

P13『共通機能』 

【取引先を登録していない場合】 

指定許可先情報の 

①利用者番号（半角英数字 9 文字） 
②金融機関コード（半角数字 4 桁） 
③支店コード（半角数字 3 桁） 
④口座種別 
⑤口座番号（半角数字 7 桁） 
⑥登録名（任意）（全角 60 文字以内） 

を入力してください。 

 

許可する対象業務のチェックボックス
にチェックを入れてください。 

 

入力の反映 ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 

 

取消の反映 ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 

① 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで入力

を省略できます。取引先の登録方法は

P57『取引先管理』をご参照ください。

指定許可先を追加します。 



151 

6． 指定許可制限設定仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7． 指定許可制限設定仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

仮登録の完了となります。 

※請求が完了するのは、承認者が承認した時点です。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となります。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 指定許可管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定許可管理ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

指定許可制限設定の変更・解除ボタ

ンをクリックしてください。 

指定許可変更・解除 
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3． 指定許可先検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

①～③が表示されます。 

P13『共通機能』 

 

仮登録ボタンをクリックしてください。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象債権

の詳細情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 
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4． 指定許可制限解除仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

選択ボタン 

押下時 

P155 5 画面 

取消ボタン 

押下時 

P155 6 画面 

仮登録の確認へボタン

押下時 

P156 7 画面 

 

【指定許可先の解除をする場合】 

取消ボタンをクリックし、次画面にて解

除する『指定許可取引』設定してくださ

い。 

 

【指定許可先の変更をする場合】 

選択ボタンをクリックし、次画面にて解

除する『指定許可取引』設定してくださ

い。 
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【指定許可先の変更をする場合】 

5． 指定許可制限解除情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指定許可先の解除をする場合】 

6． 指定許可制限解除情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力の反映 ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 

 

解除する対象業務のチェックボックス
にチェックを入れてください。 

 

取消の反映 ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 
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7． 指定許可制限解除仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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8． 指定許可制限解除仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮登録の完了となります。 

※請求が完了するのは、承認者が承認した時点です。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したことで、請求番号が

決定します。請求番号は、この請求を

特定するための番号となります。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 取引履歴照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 過去の取引を照会することができます。 

 当日を含めた過去 92 日間の範囲で照会できます。 

 一覧で照会できる件数の上限は 2000 件です。 

 取引履歴照会を行えるのは、取引履歴照会権限と権限のある口座についてです。 

取取引引履履歴歴照照会会  

 

取引履歴照会ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

取引履歴一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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3． 取引履歴一覧画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

① 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 

⑫ 
⑬ 

【検索結果を絞り込む場

合】 

検索条件の 

②記録番号 

③請求番号 

④依頼番号（一括依頼番

号） 

⑤請求者 Ref.No.  

⑥業務名 

を入力してください。 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

取引履歴照会の完了となります。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると⑧～⑪が表

示されます。 

P13『共通機能』 

入力項目の詳細は次ペ

ージに記載しています。

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象取引の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

⑪口座番号 

⑫担当者名 

⑬承認者名 

を入力してください。 

 

⑦Ｉ／Ｆ種別 

Ｉ／Ｆ種別のチェックボック

ス にチェックを入れてくだ

さい。 

⑧支店コード 

⑨支店名 

を入力してください。 

 

⑩口座種別 

口座種別の チェックボッ

クス にチェックを入れてく

ださい。 

照会したい取引の 

①取扱日 

を入力してください。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 取扱日 （YYYY/MM/DD） 必須 
当日を含めた過去 92 日間の範囲を指定できます。 

入力例＝「2011/05/11」 

② 記録番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

③ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力できます。 

④ 
依頼番号 

（一括依頼番号） 
半角数字（22） 任意 入力例＝「1234567890123456789012」 

⑤ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お取引先との間で請求を管理するためのフリー入力

欄です。注文書番号や請求書番号を入力してくださ

い。 

英字については大文字のみ入力できます。 

記号については . ( ) - のみ入力できます。 

⑥ 業務名 － 任意 プルダウンにて選択します。 

⑦ Ｉ/Ｆ種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑧ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「012」 

⑨ 支店名 全角文字（100） 任意 入力例＝東京支店 

⑩ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑪ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「0123456」 

⑫ 担当者名 全半角文字（96） 任意 
入力文字数は、半角は 96 文字以内、全角は 48 文字

以内です。 

⑬ 承認者名 全半角文字（96） 任意 
入力文字数は、半角は 96 文字以内、全角は 48 文字

以内です。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 操作履歴照会メニュー画面 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 過去の操作履歴を照会することができます。 

 当日を含めた過去 92 日間の範囲を照会できます。 

 一覧で照会できる件数の上限は 2000 件です。 

 操作履歴をファイル（ＣＳＶ形式）でダウンロードすることができます。 

 操作履歴照会権限を持つユーザは、全ユーザの操作履歴を照会することができます。 

 操作履歴照会権限を持たないユーザは、自分自身の操作履歴のみ照会することができます。 

操操作作履履歴歴照照会会  

 

操作履歴照会ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

企業操作履歴ボタンをクリックしてくだ

さい。
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3. 企業操作履歴照会画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

② 

① 

③ 

④ 
⑤ 

 操作履歴照会の完了です。 

検索条件を入力し、操

作履歴を検索します。

照会したい操作の 

①操作日時 

（ YYYY/MM/DD ）

(HH:MM) 

を入力してください。 

当日を含めた過去 92

日間の範囲を指定でき

ます。 

【検索結果を絞り込む

場合】 

検索結果を絞り込みた

い場合は、 

②ログインＩＤ(任意) 

（半角 30 文字以内） 

③ＩＰアドレス(任意) 

（半角 39 文字以内） 

④業務種別(任意) 

⑤処理結果(任意) 

を入力してください。 

 

検索 ボタンをクリック

すると、検索結果を一

覧表示します。 

 

ダウンロードボタンをク

リックしてください。操作

履歴をファイル（ＣＳＶ

形式）でダウンロードす

ることができます。 

ファイルフォーマットの

詳細については、 

付録 P40『操作履歴

ファイル』をご参照くださ

い。 

 

詳細 ボタンをクリック

すると、対象取引の詳

細情報を別ウィンドウで

表示します。 

 

ファイルを直接開きた

い場合は 開く ボタンを

クリックしてください。 

 

保存する場合は 保存

ボタンをクリックして任

意の場所に保存してく

ださい。 

画面がポップ

アップします。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 開示メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－1． 債権照会（開示）条件入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 決済口座情報や請求者区分（立場）を入力することで詳細検索を行うことができます。 

 発生請求を行った債権や保有している債権等の債権照会（開示）ができます。 

 照会した債権の履歴情報を照会できます。 

 事前準備 

 記録番号、支払期日、請求日等が必要です。 

債債権権照照会会（（開開示示））／／詳詳細細検検索索  

請求者情報、検索条件を入力し検索し

ます。 

 

債権照会（開示）ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

全て表示ボタンをクリックすると、詳細

の検索条件を指定し、検索をすることが

できます。 
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2－2． 債権照会（開示）条件入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑩ 

⑮ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 
⑭ 

⑱ 

⑯ 
⑰ 

⑲ 
⑳ 

⑧ 
⑨ 

22 

 

相手先選択 ボタンをクリ

ックし、 

相手方に指定する取引先

を選択すると 

⑲～  が表示されます。

 

検索 ボタンをクリックして

ください。 

入力項目の詳細は 

次ページに記載していま

す。 

⑤開示方式・単位にて 

「債権情報（記録事項）の

照会」を選択した場合 

P166 3 画面 

⑤開示方式・単位にて

「履歴情報（提供情報）の

照会」を選択した場合 

P168 4 画面 

④処理方式区分にて 

「一括予約照会（非同期）」 

を選択した場合 

P170 6 画面 

22 

 

21 

記録番号開示条件の 

⑥記録番号 

を入力してください。 

処理方式の 

④処理方式区分 

を選択してください。 

・「一括予約照会（非同

期）」を選択した場合 

6 の画面へ遷移します。 

検索方式の 

⑤開示方式・単位 

のいずれかを選択してく

ださい。 

・「債権情報（記録事項）

の照会」を選択した場合 3

の画面へ遷移します。 

・「履歴情報（提供情報）

の照会」を選択した場合 4

の画面へ遷移します。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P13『共通機能』 

立場/記録請求内容・請

求日開示条件の 

⑦開示単位 

⑧請求者区分（立場） 

⑨記録請求内容 

⑩請求日 

⑪債権金額（円） 

⑫支払期日 

⑬ 相手 先区 分（ 相 手立

場） 

⑭譲渡記録有無 

⑮強制執行等記録有無 

⑯支払等記録有無 

⑰信託記録有無 

⑱期間指定 

を選択または入力してくだ

さい。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 処理方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

④ 処理方式区分 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

 

 検索方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 開示方式・単位 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

 

 記録番号開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字(20) ※1 
入力例＝「ABC34567890123456789」 

英字については大文字のみ入力できます。 

 

 立場/記録請求内容・請求日開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑦ 開示単位 － ※1 ラジオボタンにて選択できます。 

⑧ 
請求者区分 

（立場） 
－ ※1 プルダウンにて選択できます。 

⑨ 記録請求内容 － ※1 プルダウンにて選択できます。 

⑩ 請求日 （YYYY/MM/DD） ※1 
本日以前を指定してください。（指定可能な期間は 1 ヶ

月間以内） 

⑪ 債権金額（円） 半角数字（10） ※1 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑫ 支払期日 （YYYY/MM/DD） ※1 入力例＝「2012/05/06」 

⑬ 
相手先区分 

（相手立場） 
－ ※1 ラジオボタンにて選択します。 

⑭ 譲渡記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択します。 

⑮ 
強制執行等記録有

無 
－ ※1 ラジオボタンにて選択します。 

⑯ 支払等記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択します。 

⑰ 信託記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択します。 

⑱ 期間指定 － ※1 ラジオボタンにて選択します。 

⑲ 金融機関コード 半角数字（4） ※1 入力例＝「9876」 

⑳ 支店コード 半角数字（3） ※1 入力例＝「987」 

21 口座種別 － ※1 ラジオボタンにて選択します。 

22 口座番号 半角数字（7） ※1 入力例＝「9876543」 

 

 

 ご注意事項 
※1 ：検索条件の組み合わせにより、必須・任意・入力不可項目が異なります。詳細は、P166『検索条件
による入力項目表』をご参照ください。 
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一括予約照会（非同期）
債権情報（記録事項）の照会

記録番号を条件に照会
■　決済口座情報（請求者情報）

1 支店コード ◎ ◎ ◎
2 口座種別 ◎ ◎ ◎
3 口座番号 ◎ ◎ ◎

■ 処理方式
4 処理方式区分 ☆ ☆ ☆

■ 検索方式
5 開示方式・単位　 ☆ ☆ ☆

■ 記録番号開示条件
6 記録番号 ◎ － －

■ 立場/記録請求内容・請求日開示条件
7 開示単位 － ◎ ◎
8 請求者区分（立場） － ◎ ◎
9 記録請求内容 － － －

10 請求日※３ － － －

11 債権金額（円）※３ － ○ ○

12 支払期日※３ － ○ ◎

13 相手先区分（相手立場） － ○ ○
14 譲渡記録有無 － ○ ○
15 強制執行等記録有無 － ○ ○
16 支払等記録有無 － ○ ○
17 信託記録有無 － ○ ○
18 期間指定 － ○ ○

●相手先区分情報（相手方立場）

19 金融機関コード －   ○※1    ○※1

20 支店コード －    ○※1    ○※1

21 口座種別 －   ○※1    ○※1

22 口座番号 －    ○※1    ○※1

即時照会（同期）
債権情報（記録事項）の照会

請求者区分（立場）を条件に照会

入力項目項番

一括予約照会（非同期）
履歴情報（提供情報）の照会

記録番号を条件に照会
■　決済口座情報（請求者情報）

1 支店コード ◎ ◎ ◎
2 口座種別 ◎ ◎ ◎
3 口座番号 ◎ ◎ ◎

■ 処理方式
4 処理方式区分 ☆ ☆ ☆

■ 検索方式
5 開示方式・単位　 ☆ ☆ ☆

■ 記録番号開示条件
6 記録番号 ◎ － －

■ 立場/記録請求内容・請求日開示条件
7 開示単位 － ◎ ◎
8 請求者区分（立場） － － －
9 記録請求内容 － ◎ ◎

10 請求日※３ － ◎ ◎

11 債権金額（円）※３ －   ○※2    ○※2

12 支払期日※３ －    ○※2    ○※2

13 相手先区分（相手立場） － － －
14 譲渡記録有無 － － －
15 強制執行等記録有無 － － －
16 支払等記録有無 － － －
17 信託記録有無 － － －
18 期間指定 － ○ ○

●相手先区分情報（相手方立場）
19 金融機関コード － － －
20 支店コード － － －
21 口座種別 － － －
22 口座番号 － － －

項番
即時照会（同期）

履歴情報（提供情報）の照会
請求内容・請求日を条件に照会

入力項目

 検索条件による入力項目表 

入力項目の区分は「処理方式区分」、「開示方式・単位」の入力内容により、入力パターンがわかれます。 

 

【債権情報(記録事項)の照会の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【履歴情報(提供情報)の照会の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意事項 
※1 ：相手先区分（相手立場）を指定すると入力できます。なお、いずれか 1 項目以上は入力必須です。 
※2 ：提供情報開示の場合、発生記録情報の開示を行う場合に限り、任意で支払期日と債権金額（円）を 

指定できます。 
※3 ：必須入力項目の場合は範囲の双方へ入力が必要です。任意入力項目の場合は範囲の片方のみの

入力も可能です。 

【凡例】 

☆：条件項目     ○：任意入力項目

◎：必須入力項目  －：入力不可項目
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【債権情報（記録事項）の照会の場合】 

3． 即時照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご注意事項 
※1 ：即時照会（同期）における開示可能上限件数は 200 件までとなります。開示可能上限件数を超過し

た場合は、検索条件を変更して再検索を行っていただくか、一括予約照会を行ってください。 
※2 ：開示方式・単位項目の「債権情報（記録事項）の照会 記録番号を条件に照会」または「債権情報

（記録事項）の照会 請求者区分（立場）を条件に照会」を選択した場合のみダウンロードできます。 

債権照会（開示）／詳細検索の完了となります。対象債権の債権 

情報を確認してください。 

検索結果を表示し 

※１、記録番号一覧

から債権を選択しま

す。 

 

開示結果印刷 ボタン

をクリックすると、開示

結果を帳票印刷できま

す。 

 

【債権情報（記録事項）

の照会の場合】 

詳細 ボタンをクリック

すると、対象の債権情

報を別ウィンドウで表示

します。 

 

ダウンロード（CSV 形

式）ボタンまたは、 

ダウンロード（共通フォ

ーマット形式） ボタン※

２をクリックすることで開

示照会結果をダウンロ

ードすることができま

す。 
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【履歴情報（提供情報）の照会の場合】 

4． 即時照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果を表示 

し※１、記録番号一覧

から債権を選択しま

す。 

 

【履歴情報（提供情報）

の照会の場合】 

選択 ボタンをクリック

すると、当該債権に対

する履歴情報を表示し

ます。 

 

検索条件表示 ボタン

をクリックすると、設定

した検索条件を表示し

確認できます。 

 

開示結果印刷 ボタン

をクリックすると、開示

結果を帳票印刷できま

す。 

 ご注意事項 
※1 ：即時照会（同期）における開示可能上限件数は 200 件までとなります。開示可能上限件数を超過した

場合は、検索条件を変更して再検索を行っていただくか、一括予約照会を行ってください。 

 

ダウンロード（CSV 形

式） ボタンをクリックす

ると開示照会結果をダ

ウンロードすることがで

きます。 
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5． 履歴情報（提供情報）一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開示結果の還元方法 

開示方式・単位 処理方式区分 還元方法 

債権情報(記録事項)の照会 

即時照会 

（同期） 

① 画面への出力 

② PDF 形式での出力 

③ 共通フォーマット形式によるダウンロード※１ 

④ CSV 形式でのダウンロード※２ 

一括予約照会

（非同期） 

① 共通フォーマット形式によるダウンロード※１ 

② CSV 形式でのダウンロード※２ 

履歴情報(提供情報)の照会 

即時照会 

（同期） 

① 画面への出力 

② PDF 形式での出力 

③ CSV 形式でのダウンロード※２ 

一括予約照会

（非同期） 
① CSV 形式でのダウンロード※２ 

※1： 共通フォーマット形式のファイルフォーマットについては、付録 P32『開示結果ファイル（共通フォーマット形式）』をご参照 

ください。 

※2： CSV 形式のファイルフォーマットについては、付録 P2『開示結果ファイル（CSV 形式）』をご参照ください。 

 

選択した債権の履歴情報（提供情報）

をします。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の履

歴情報を別ウィンドウで表示します。 

債権照会（開示）／詳細検索の完了となります。対象債権の履歴 

情報を確認してください。 
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【一括予約照会（非同期）の場合】 

6． 一括予約照会入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開示（一括予約照会（非同期））請求の完了となります。 

照会結果の確認は請求結果通知の受信後、一括予約照会 

結果一覧画面から照会結果をファイルでダウンロードしてくだ 

さい。手順については、 

P171『一括予約照会（非同期）結果を確認する場合』をご

参照ください。 
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【一括予約照会（非同期）結果を確認する場合】 

7． 開示メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8． 一括予約照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

一括予約照会（非同期）の結果を確認

します。 

検索条件の 

①支店コード（任意）（半角数字 3 桁） 
②口座種別（任意） 
③口座番号（任意）（半角数字 7 桁） 
④請求番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※１ 

⑤開示請求日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 
⑥開示方式（任意） 
⑦ダウンロード（任意） 
を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力

できます。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の照

会結果を別ウィンドウで表示します。 

 

一括予約照会結果一覧ボタンをクリッ

クしてください。 

ご注意事項 
※2 ：「ダウンロード（共通フォーマット形式）」は、開示方式・単位項目の「債権情報（記録事項）の照会 請

求者区分（立場）を条件に照会」を選択した場合のみダウンロードできます。 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

 

ダウンロード（CSV 形式）ボタン 

または、 

ダウンロード（共通フォーマット形式）
ボタン※２をクリックすることで開示照会

結果をダウンロードすることができま

す。 
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 特殊な通知情報についての一覧を以下に示します。 

 通知情報（異例） 

種類 通知情報一覧のタイトル 通知内容 

支払不能登録 支払不能債権登録結果通知結果受付 支払不能債権確定の内容通知 

強制執行(電子記録禁止） 

強制執行等記録通知受付 強制執行記録の内容通知 

強制執行等記録削除通知受付 強制執行記録削除の内容通知 

強制執行等記録一部取消通知受付 強制執行記録一部取消の内容通知 

強制執行(譲渡命令等） 

強制執行変更記録通知受付 強制執行変更記録の内容通知 

強制執行譲渡記録予約取消通知受付 強制執行譲渡記録予約取消の内容通知 

強制執行分割記録予約取消通知受付 強制執行分割記録予約取消の内容通知 

強制執行（支払等記録） 強制執行支払等記録知受付 強制執行支払等記録の内容通知 

異議申立（登録） 

異議申立通知受付 異議申立の内容通知 

異議申立種別変更通知受付 異議申立種別変更の内容通知 

異議申立（取消） 

異議申立取消通知受付 異議申立取消の内容通知 

異議申立取消通知（記録機関）受付 異議申立取消通知（記録機関）受付の内容通知 

処分審査 異議申立(処分審査)通知受付 異議申立(処分審査)の内容通知 

企業ユーザ管理 

企業ユーザ変更 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理ユ

ーザ以外の企業管理ユーザ） 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理ユ

ーザ） 

企業ユーザ承認パスワード変更 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理ユ

ーザ以外の企業管理ユーザ） 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にもロ

ックアウトした旨を通知する。 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業ユー

ザ） 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にもロ

ックアウトした旨を通知する。 

利用停止・利用制限 

相続時利用停止通知 相続時利用停止の内容通知 

相続時利用停止解除通知 相続時利用停止解除の内容通知 

相続時利用停止結果通知 相続時利用停止結果の内容通知 

相続時利用停止解除結果通知 相続時利用停止解除結果の内容通知 

 

 

通通知知情情報報（（異異例例））  
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 トップ画面の承諾待ち一覧ボタンをクリックしてください。 

（例として、債権発生請求（債権者請求）の仮登録の承認をご説明します。） 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 承諾が必要な請求がある場合には、被請求者あてに承諾依頼通知が通知されます。 

 承諾依頼に対して、承諾を行うことで請求が成立します。否認を行った場合には、請求は不成立と

なります。 

 承諾待ち一覧から、担当者が承諾仮登録や否認仮登録を行います。承認者が仮登録を承認する

と完了です。 

 承諾依頼通知の受領後から記録予定日の 5 銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に承

諾を行うことができます。また、請求内容について異議がある場合は、同一期間内に否認すること

ができます。 

 否認した場合、または否認も承諾もせずに記録予定日から 5 銀行営業日（記録予定日当日含む）

が経過した場合、請求は成立しません。 

 承諾が必要な請求は「債権発生請求（債権者請求）」「変更記録」「保証記録」「支払等記録（支払

を行ったことによる記録請求）」です。 

承承諾諾／／否否認認のの手手順順  

 

未承諾の一覧を表示するため、 

承諾待ち一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 



174 

2. 承諾待ち一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者へ連絡事項等がある場合は、 

①コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

【承諾をする場合】 

承諾の確認へ（仮登録）ボタンをクリッ

クしてください。 

① 

承諾の場合 

P167 4 画面 

否認の場合 

P168 6 画面

 

【否認をする場合】 

否認の確認へ（仮登録）ボタンをクリッ

クしてください。 

① 
② 

③ 
④ 
⑤ 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索する場合は、承諾待ち一覧検索条

件の 

①記録番号（任意） 
②請求種別（任意） 
を入力してください。 

 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索する場合は、決済口座選択ボタン

をクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

③～⑤が表示されます。 

P13『共通機能』 

 

承諾または否認を行う取引の 

選択ボタンをクリックしてください。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

承諾または否認する請求を選択しま

す。 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索することもできます。 

ヒント 

検索機能やソート機能を利用することで

絞込みや一覧表示の並び替えができま

す。 

手順はP13『共通機能』をご参照くだ

さい。 
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【承諾をする場合】 

4. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承諾の実行（仮登録）ボタンをクリック

してください。 

 

印刷 ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

 仮登録の完了となります。 

※承諾が完了するのは、承認者が承認した時点です。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』をご参

照ください。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、承諾の実

行はできません。 
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【否認をする場合】 

6. 発生記録（債権者）請求否認仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 発生記録（債権者）請求否認仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

否認の実行（仮登録）ボタンをクリック

してください。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、否認の実

行はできません。 

 

印刷 ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P13『共通機能』 

 仮登録の完了となります。 

※否認が完了するのは、承認者が承認した時点です。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』をご参

照ください。 
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ご 融 資 編 
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 ログイン後、トップ画面の融資申込タブをクリックしてください。 

1． 融資申込メニュー画面 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ でんさいに係るご融資取引をご利用いただくには、別途、書面によるお手続が必要です。申込書に

「融資申込」承認完了後に印刷した帳票を添付して、お取引店にお申込ください。 

※ ご融資希望日は、７時から１５時までは申込日の翌営業日以降から３０日後までの日付を入力できま

す。１５時以降は申込日の翌々営業日から３０日後までの日付を入力できます。 

※ 支払期日まで８営業日に満たないでんさいの割引をお申込いただくことはできません。 

※ ご融資のお申込後には、当行所定の審査がございます。審査の結果ご希望にそえない場合がありま

すのであらかじめご了承ください。 

 概要 

 担当者が、「割引申込」を行います。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者は仮登録内容を確認し、承認を行うこ

とで「割引申込」が完了します。 

 事前準備 

 「割引申込」を行う債権の情報を事前に準備してください。 

融資申込 

割引申込 

 

割引申込ボタンをクリックしてください。
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2． 融資申込対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

① 

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

②～④が表示されます。 

P13『共通機能』 

⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

 

仮登録へボタンをクリックしてください。

 

検索ボタンをクリックしてください。 

入力項目の詳細は次ページに記載してい

ます。 

 

【全ページを選択したい場合】 

全ページ選択ボタンをクリックしてくだ

さい。 

【該当ページのみを選択したい場合】 

全選択ボタンをクリックしてください。 

【記録番号で検索する場合】 

⑤検索方法選択の「記録番号による検

索」を選択してください。 

⑥記録番号を入力してください。 

 

【記録番号以外で検索する場合】 

⑤検索方法選択の「詳細条件による検

索」を選択してください。 

詳細検索条件の下記項目を入力し、検索

します。（複数入力可） 

⑦債権金額（円） 
⑧支払期日 
⑨信託記録有無 
⑩金融機関コード 
⑪支店コード 
⑫口座種別 
⑬口座番号 

 

申込基本情報の 

①希望日（YYYY/MM/DD）を入力し

てください。（７時から１５時までは、翌銀

行営業日から支払期日の８営業日前ま

での日付をご希望いただけます。１５時

以降は翌々営業日から支払期日の８営

業日前までの日付をご希望いただけま

す。） 
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●入力項目一覧表 
 申込基本情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 希望日 （YYYY/MM/DD） 必須 入力例＝「2011/05/11」 

 
 申込人情報（譲渡人） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

② 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

③ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

④ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 
 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑤ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択します。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択します。 

 
 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合は入

力必須です。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

 
 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑨ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

 
 債務者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択します。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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3． 融資申込仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑤コメント（任意） 

（全半角 250 文字以内）を入力してくだ

さい。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

① 

② 
③ 

④

⑤ 

申込基本情報の 

①譲渡形態 
②資金使途 
を入力してください。 

【①譲渡形態で「分割譲渡」を選択した

場合】 
④申込金額（円） 
を債権金額以内の値ですべて入力して

ください。ただし、入力できる金額は 1 円

以上です。 

割引の仮登録情報を入力します。 

必要に応じて、 

③請求者 Ref.No.（任意） 
（半角英数字 40 桁以内）※２ 

を入力してください。 

※2 ：英字については大文字のみ入力

できます。記号については . ( ) - のみ

入力できます。 

請求者 Ref.No. 

お取引先との間で請求を管理するため

のフリー入力欄です。注文書番号や請

求書番号の入力してください。
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4． 融資申込仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

内容を確認し、仮登録を実行します。 
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5． 融資申込仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※割引申込が完了するのは、承認者が承認した時点です。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P99『承認／差戻しの手順』をご

参照ください。 

 

帳票作成ボタンをクリックし、帳票を印

刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 
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1. 融資申込メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照会 

 

照会ボタンをクリックしてください。 
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2. 融資申込状況検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

債権の状態パターン 

債権の状態 

【】内は債権の状態説明 
照会可能期間 

申込済 

【融資申込を実施した債権に対し、金融機関
での受付が完了していない状態】 

申込日から 92 日後（暦上日）まで照会できます。 

譲渡手続中 

【金融機関の受付が完了し、譲渡が確定す
るまでの状態。】 金融機関の手続き完了後から 92 日後（暦上日）まで

照会できます。 
案内済 

【金融機関の受付が完了している状態。また
は、譲渡確定後の 5 営業日以内の譲渡取消
を行った状態（返却譲渡は除く）。】 

譲渡済 

【融資申込した債権の譲渡が完了した状態】
譲渡日から 92 日後（暦上日）まで照会できます。 

 

① 

③ 
② 

④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

①～③が表示されます。 

P13『共通機能』 

融資申込照会の完了となります。 

入力項目の詳細は次ページに記載してい

ます。 

申込情報検索条件の 

④申込番号 
⑤記録番号 
を入力してください。 

 

⑥申込区分 
⑦申込受付ステータス 
申込区分、申込受付ステータスのチェ
ックボックス にチェックを入れてくださ

い。 

⑩ 
⑪ 

 

検索ボタンをクリックしてください。 

申込情報検索条件の 

⑧申込日 
⑨希望日 
⑩債権金額（円） 
⑪申込金額（円） 
を入力してください。 
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●入力項目一覧表 

 申込人情報（譲渡人） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「123」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択します。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「1234567」 

 

 申込情報検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意
内容・入力例 

④ 申込番号 半角数字(13) 任意 入力例＝「1234567890123」 

⑤ 記録番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力できます。 

⑥ 申込区分 － 任意 チェックボックスにて選択します。 

⑦ 
申込受付ステータ

ス 
－ 任意 チェックボックスにて選択します。 

⑧ 申込日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/06」 

⑨ 希望日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/06」 

⑩ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 

⑪ 申込金額（円） 半角数字（10） 任意 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下の金額を入力で

きます。 

入力例＝「1234567890」 
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サービス利用のヒント 
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用語 読み方 説明 

相手先区分（相

手立場） 

ｱｲﾃｻｷｸﾌﾞﾝ（ｱｲﾃﾀﾁ

ﾊﾞ） 
相手先の立場のこと。債権者、債務者のいずれかを示します。 

アカウント単位 ｱｶｳﾝﾄﾀﾝｲ 

開示の照会単位（範囲）のことです。 

入力した口座情報に紐づく複数口座の情報（ｷﾛｸｼﾞｺｳ、または、提供事項）に

ついて、まとめて照会できます。 

アップロード ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンからファイルを送信することです。 

一 括 予 約 照 会

（非同期） 

ｲｯｶﾂﾖﾔｸｼｮｳｶｲ（ﾋﾄﾞｳ

ｷ） 

開示の処理方式の種類のことです。一括予約照会（非同期）の場合は、一旦

「開示請求受付」処理のみ実施して終了します。 

別途、開示請求結果はメールにて通知し、メール通知受信後開示結果を画面

からダウンロードします。 

Ｉ／Ｆ種別 ｲﾝﾀﾌｪｰｽｼｭﾍﾞﾂ 
でんさいの取引種類のこと。 

請求、請求結果、通知のいずれかを示します。 

開示 ｶｲｼﾞ 発生および保有しているでんさいの記録事項・提供情報を照会することです。 

共通フォーマット

形式 
ｷｮｳﾂｳﾌｫｰﾏｯﾄｹｲｼｷ 

債権一括請求や開示請求時に使用するアップロード、ダウンロードファイル形

式のことです。 

業務権限 ｷﾞｮｳﾑｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な業務を制限する権限のこと。業務権限は業務ごとユーザ

ごとに付与することができます。 

記録原簿 ｷﾛｸｹﾞﾝﾎﾞ 
でんさいネットに対して行った各種記録請求の結果を電子的に記録する原簿

のことです。 

銀行営業日 ｷﾞﾝｺｳｴｲｷﾞｮｳﾋﾞ 窓口金融機関が営業している日のことです。 

決済口座 ｹｯｻｲｺｳｻﾞ でんさいの決済に使用する口座のことです。 

口座権限 ｺｳｻﾞｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な口座を制限する権限のことです。マスターユーザは管理

対象ユーザの取引可能な口座を複数設定することができます。 

口座種別 ｺｳｻﾞｼｭﾍﾞﾂ 口座の種別のことです。「普通預金」、「当座預金」、「別段預金」を示します。 

口座単位 ｺｳｻﾞﾀﾝｲ 

開示の照会単位（範囲）のことです。 

該当口座に紐づく口座の情報（記録事項、または、提供事項）について、照会

する単位のことです。 

用用語語集集  

あ 

か 
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用語 読み方 説明 

債権者 ｻｲｹﾝｼｬ 
記録原簿に電子記録名義人として記録されている利用者のことです。でんさい

に記録されている金額を受け取る権利を有します。 

債権情報（記 録

事項） 

ｻｲｹﾝｼﾞｮｳﾎｳ（ｷﾛｸｼﾞｺ

ｳ） 
でんさいネットに記録済の最新の債権情報の内容のことです。 

債務者 ｻｲﾑｼｬ 
記録原簿に債務者として記録されている利用者のこと。電子記録債権に記録さ

れている金額を支払う義務を負います。 

債務消滅原因 ｻｲﾑｼｮｳﾒﾂｹﾞﾝｲﾝ 
保証人による弁済などの、債務が消滅した原因のことです。 

弁済（代物弁済を含む）、相殺、混同、免除、その他のいずれかを示します。 

差押債権者 ｻｼｵｻｴｻｲｹﾝｼｬ 
でんさいに対して強制執行等の記録により差押を行っている者のこと。でんさい

ネットの利用者でないケースもあります。 

ＣＳＶ形式 ｼｰｴｽﾌﾞｲｹｲｼｷ 

データをカンマ(",")で区切って並べたファイル形式です。主に表計算ソフトやデ

ータベースソフトがデータを保存するときに使います。 

Comma Separated Value の略称。 

支払期日 ｼﾊﾗｲｷｼﾞﾂ 

発生記録に記録された、口座間送金決済によりでんさいの支払を行う期日のこ

と。ただし、支払期日が銀行非営業日の場合は翌銀行営業日に口座間送金決

済が行われます。 

支払者 ｼﾊﾗｲｼｬ 

でんさいに対して支払を行った利用者のことです。保証人が支払者となった場

合は特別求償権が発生します。第三者が支払者となった場合には求償権が発

生します。 

譲渡制限 ｼﾞｮｳﾄｾｲｹﾞﾝ 

でんさいの譲受人となりうる利用者を制限すること。発生記録を行う際に譲渡先

を金融機関に制限して請求することができます。なお、特定の金融機関への譲

渡制限は行えません。 

譲渡日（電子 記

録年月日） 

ｼﾞｮｳﾄﾋﾞ（ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈﾝｶﾞ

ｯﾋﾟ） 
記録原簿へ譲渡記録を記録した日のことです。 

承認者権限 ｼｮｳﾆﾝｼｬｹﾝｹﾞﾝ 担当者が請求したデータを、承認／差戻しする権限のことです。 

請求者区分（ 立

場） 
ｾｲｷｭｳｼｬｸﾌﾞﾝ（ﾀﾁﾊﾞ） 

請求者の立場のことです。債権者、債務者、電子記録保証人、支払者（債務

者）、支払者（電子記録保証人）、支払者（第三者）、差押債権者（利用者）のい

ずれかを示します。 

ソート ｿｰﾄ 一覧表の項目を一定の規則に従って並べなおすことです。 

即時照会（同期） ｿｸｼﾞｼｮｳｶｲ（ﾄﾞｳｷ） 

開示の処理方式の種類です。即時照会（同期）における最大開示件数は 200 件

までです。開示可能上限件数の 200 件を超過した場合は、検索条件を変更して

再検索を行うか、一括予約照会（非同期）を行ってください。 

さ 
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用語 読み方 説明 

ダウンロード ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンにファイルを保存することです。 

担当者権限 ﾀﾝﾄｳｼｬｹﾝｹﾞﾝ 業務における請求データを仮登録または修正／削除する権限のことです。 

発生日 ﾊｯｾｲﾋﾞ 

でんさいが発生する日のこと。（記録原簿へ発生記録を記録した日） 

通常請求（当日）の発生記録請求（債権者請求方式）における発生日は、相

手方の承諾した日付が発生日になります。 

予約請求の発生記録請求（債権者請求方式）における発生日は、相手方の

承諾するタイミングによって以下のようになります。 

・相手方の承諾が入力した未来日付より前の場合 

  入力した未来日付が発生日となります。 

・相手方の承諾が入力した未来日付より後の場合 

  相手方の承諾した日付が発生日となります。 

ＰＤＦ形式 ﾋﾟｰﾃﾞｨｰｴﾌｹｲｼｷ 
ファイル形式の一種です。 

Portable Document Format の略称。 

振出日（電子記

録年月日） 

ﾌﾘﾀﾞｼﾋﾞ（ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈﾝｶﾞ

ｯﾋﾟ） 
記録原簿へ発生記録を記録した日のことです。 

保証人 ﾎｼｮｳﾆﾝ 

記録原簿に保証人として記録されている利用者のことです。電子記録債権に

記録されている金額を保証する義務を負います。電子記録保証人とも言いま

す。 

譲受人 
ﾕｽﾞﾘｳｹﾆﾝ、 

ｼﾞｮｳｼﾞｭﾆﾝ 

記録原簿に譲受人として記録される利用者のことです。譲渡記録が記録され

ることにより債権者としての権利を取得します。 

譲渡人 
ﾕｽﾞﾘﾜﾀｼﾆﾝ、 

ｼﾞｮｳﾄﾆﾝ 

記録原簿に譲渡人として記録される利用者のことです。譲渡記録が記録され

ることにより債権者としての権利が失われます。 

利害関係人 ﾘｶﾞｲｶﾝｹｲﾆﾝ 
でんさいに対して利害関係を有するもののことです。債権者、債務者、保証

人、支払者、差押債権者のいずれかに該当します。 

履歴情報（提供

情報） 

ﾘﾚｷｼﾞｮｳﾎｳ（ﾃｲｷｮｳｼﾞｮ

ｳﾎｳ） 

該当債権の過去に行った記録請求（発生記録、譲渡記録、分割記録、保証記

録、支払等記録、変更記録 等）の履歴情報のことです。 

た 

は 

や 
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長野銀行インターネットバンキング 

サポートデスク 

℡０１２０-０８９-０５４ 
受付時間：平日９：００～１８：００ 
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